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この 4月リニューアルした学食。
メニューが刷新し、本格的な味が
楽しめます。

芝生がきれいな広場です。これか
ら夏に向けてさらに青 と々してくる
でしょう。

昨年度オープンしたヤマザキ
ショップはお昼を中心に大繁盛
です。おすすめはふわふわスフレ。

授業の合間にくつろげるスペー
ス。勉強するもよし、友達とおしゃ
べりするもよし。

学食リニューアル コミュニティー広場

ヤマザキショップ 1号館コモンルーム

 Recommended  Spots

■山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで
　13分   （新宿駅からの場合は、明大前のりかえ）
■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで10分
■西永福駅から本学まで徒歩7分

井の頭線（5分）

京王線（8分）

井の頭線
（13分）のりかえ

徒歩（7分）

高千穂大学

西永福

明大前

新宿吉祥寺 渋谷

●中央線 ●山手線　●埼京線
●中央線　●総武線
●地下鉄丸ノ内線

●山手線
●東急田園都市線
●東横線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線

ACCESS

井の頭線
（10分）
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新 し い“
物 語 ”は

こ こ か
ら 始 ま

る
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T A K A C H I H O  V O I C E

クラブ&学生団体P.8高千穂大生の1日P.6入学式P.4

小向ゼミ「サイレントユーモア班」は昨年度のゼミナール発表会プレゼンコンテスト
人間科学部門で優秀賞を受賞しました。発表では「沈黙（サイレント）」により生まれ
る様々なユーモアを、具体例を実践しながら伝えました。
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表紙の人

TAKACHIHO  SEMINAR CLOSE  UP!
ゼミナール紹介

就職活動情報局
平成29年度 就職活動総括
平成30年度 就職活動支援行事

ハンボルト大学　短期留学レポート

INTERVIEW
安達 明則

My High School Presentation

CLUB ACTIVITIES

TAKACHIHO INFORMATION

高千穂大学　父母の会  黎明 
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New Academic Year START!
高千穂学生のとある1日

来たれ！ 新入生！！
クラブ＆学生団体紹介

新任教員・事務職員 ご挨拶
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表紙の人

FEATURE

C O N T E N T S

REGULARS

小向ゼミ「サイレントユーモア班」

安東 珠詩
経営学部　企業経営コース　3年
東京都立忍岡高等学校出身
竹内慶司ゼミ

西尾 一輝 
人間科学部　
社会・ライフデザインコース　3年
東京都私立日本工業大学駒場高等学校出身
小向ゼミ、スキー部主将

加藤 あかね
商学部　マーケティングコース　4年
東京都私立堀越高等学校出身
学友会本部、学術文化団体連合会本部
簿記会計研究会、庄司ゼミ

横川 理子
商学部　マーケティングコース　4年
東京都私立日本大学鶴ケ丘高等学校出身
嘉瀬ゼミ

山田 海渡
商学部　マーケティングコース　3年
山口県立宇部商業高等学校出身
永井ゼミ、学友会本部
バスケットボール部、高千穂祭実行委員会

START!
New  Academic  Year

新年度がスタートして1ヶ月ちょっと、新入生の皆さんはもう大学生活に慣れましたか？

一度きりの大学生活、スタートが肝心ですよ！

2018   SPRING   

就活時や社会に出てから
自分の頼もしい武器になります。

語学力だけでなく価値観や
視野も広がりました。

チームで１つの目標を目指して
研究をすることもあります。

学生だからこそ目標目指して
打ち込める時間を作れる！

自分の限界に
挑戦しよう！

勉強にも
チームワークが
あるんです

待つのではなく、
自ら行動しよう！

将来の幅が
広がります

何事にも一歩前に踏み出す
ことで世界は変わります。

在学生

新入生

中嶋 竜也
人間科学部　人間科学専攻　1年
富山県私立高岡龍谷高等学校出身
小向ゼミ

斎藤 龍也
商学部　商学科　1年
埼玉県立浦和商業高等学校出身
柴田ゼミ

西野 桜花
人間科学部　児童教育専攻　1年
東京都私立和洋九段女子高等学校出身
長谷川ゼミ

木村 達哉
人間科学部　人間科学専攻　1年
東京都私立昭和第一学園高等学校出身
小向ゼミ、硬式野球部

休部中の柔道部を活動再開させ、
自分もレベルアップしたいです。

子ども達にとって心を開くことができ
頼れる教員になりたいです！！

常に高い目標を設定し、
心身共に成長していきたいです。

一度きりの大学生活なので
多方面に挑戦したいです。

古瀬村 優花
商学部　商学科　1年
長野県立小諸商業高等学校出身
柴田ゼミ

飛び級を使ってドンドン上の科目や
資格にチャレンジしたいです。

岩崎 発表まで長時間準備しま
した。受賞を聞いた時は信じら
れませんでした。

木村 発表をやり遂げたときに
大きな達成感を感じました。先
輩に感謝したいです。

近藤 どうすればうまく伝えられ
るかを皆で考え自分自身のレベ
ルアップに繋がりました。

（左）岩﨑 稀美
人間科学部　人間科学専攻　4年
千葉県立市川昴高等学校出身
学友会本部
高千穂祭実行委員会

（右）木村 梨花
人間科学部　
社会・ライフデザインコース　3年
東京都私立大成高等学校出身
バスケットボール部

（中）近藤 宥人
人間科学部　人間科学専攻　4年
神奈川県私立藤沢翔陵高等学校出身

教員免許＆
学費免除を

目指す

野球部でレギュラー！
一部昇格！

全日本選手権出場！

会計の
エキスパートに

なりたい

留学で
レベルアップ！

柔道部
復活！

子ども達の
頼れる先生に！

illustration：Mizue Hirano
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新
入
生
諸
君
、
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
父
母
・
ご
家
族
の

皆
さ
ま
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
年
間
の
大
学
生
活
に
向
け
て
期
待
と
共

に
不
安
な
気
持
ち
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
教
職
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
で
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
先
輩

た
ち
も
支
援
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て
く

だ
さ
い
。

　

諸
君
が
３
年
生
と
な
る
夏
休
み
に
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
前
回
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
数

年
間
で
、
我
が
国
は
首
都
圏
を

中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を

遂
げ
ま
し
た
が
、
今
回
も
い
ろ

い
ろ
な
発
展
・
変
化
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
東
京
が
、
ど

の
よ
う
に
準
備
を
整
え
て
い
く

の
か
を
各
学
部
の
大
学
生
と
し

て
地
元
で
、
し
っ
か
り
観
察
し
、

体
感
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
欠
か
せ
な
い
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
積
極
的
に
か
か
わ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、﹁
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
夜
﹂
と
い
う

時
代
背
景
と
は
別
に
、
第
４
次
産
業
革
命
が

進
行
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
時
代
の
３
種
の
神

器
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
言
葉
に

象
徴
さ
れ
る
社
会
の
変
化
が
、
こ
れ
か
ら
大

学
で
学
び
社
会
に
巣
立
っ
て
い
く
諸
君
の
世

代
に
期
待
さ
れ
る
ス
キ
ル
や
対
応
姿
勢
に
変

化
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
時

大 

学
学
部
生
6
6
0
名
、
大
学
院
修

士
課
程
34
名
、
博
士
後
期
課
程
１

名
、
御
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
の
御
入
学
に
際
し
、
お
祝
い
の
意
味
を
込

め
３
点
お
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
ず
第
１
は
、
既
に
多
く
の
新
入
生
の
皆

様
は
御
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
本

学
は
、
明
治
36
︵
１
９
０
３
︶
年
創
立
者
川

田
鐵
彌
先
生
に
よ
り
高
千
穂
尋
常
高
等
小

学
校
が
開
設
さ
れ
以
来
、
本
年
、
学
園
創

立
１
１
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
方
は

本
日
よ
り
こ
の
伝
統
校
高
千
穂

学
園
の
一
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

皆
様
方
は
、
本
学
に
お
け
る
勉

学
を
通
じ
、
人
間
的
に
も
さ
ら

な
る
成
長
を
遂
げ
ら
れ
る
も
の

と
御
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
方
の
成
長
は
、
皆
様
方
自

身
の
第
一
義
的
目
的
で
あ
る
と

同
時
に
、
皆
様
方
の
成
長
こ
そ

が
本
学
の
社
会
的
評
価
に
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
も
ご
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
２
は
、
皆
様
方
の
学
問
的
か
つ
人
間
的

成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
成
長
要
因
に
つ
い

て
で
す
。
本
学
創
立
者
に
み
る
﹁
建
学
の
精

神
・
教
育
理
念
﹂
と
し
て
の
﹁
学
風
の
指

針
﹂
で
あ
る
﹁
常
に
半
歩
先
立
つ
進
歩
性
﹂

の
意
味
に
つ
い
て
は
既
に
御
存
知
の
こ
と

と
拝
察
致
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、﹁
常
に
半

歩
﹂
こ
そ
、
私
達
人
間
に
共
通
し
た
成
長
要

因
で
あ
る
日
々
自
ら
に
付
与
さ
れ
た
社
会
的

役
割
の
遂
行
と
継
続
性
・
蓄
積
を
意
味
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
学
部
生
、

大
学
院
生
と
し
て
、
改
め
て
現
在
自
ら
に
付

与
さ
れ
て
い
る
社
会
的
役
割
を
遂
行
し
、
か

つ
継
続
・
蓄
積
さ
れ
さ
ら
に
成
長
し
て
頂
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
第
３
は
、
こ
の
自
ら
の
成
長
を
遂

げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
々
４
年
後
の

到
達
目
標
と
さ
れ
て
い
る
職
業
に
就
か
れ
、

そ
の
時
を
も
っ
て
卒
業
︵
学
部
生
︶・
修
了

︵
大
学
院
生
︶
の
日
を
迎
え
ら
れ
、︵
１
︶

﹁
入
学
﹂
、︵
２
︶﹁
就
職
・
就
社
﹂
そ
し
て

︵
３
︶﹁
卒
業
・
修
了
﹂
と
い
う
大
学
・
大

学
院
時
代
に
お
け
る
﹁
三
つ
の
目
的
を
成
就

し
、
か
つ
、
お
祝
い
の
日
﹂
を
迎
え
て
頂
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

日
々
の
役
割
遂
行
は
、
人
間
と
し
て
当
然

の
行
為
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
然
と
は
言

え
、
時
に
不
安
、
苦
悩
・
怠
惰
・
油
断
等
継

続
性
が
と
だ
え
か
ね
な
い
時
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
時
に
は
改
め
て
創
立
者
川
田
先
生

の
﹁
常
に
半
歩
﹂
を
自
ら
の
行
動
原
理
と
し

奮
起
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
と
同
時

に
常
に
皆
様
方
の
成
長
を
見
守
ら
れ
て
い
る

御
父
母
の
方
々
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
お
元
気
に
高
千
穂
生
活
を
お
過

ご
し
下
さ
い
。

平
成
30
年
４
月
４
日

代
に
順
応
し
つ
つ
自
ら
を
成
長
さ
せ
る
た
め

の
３
つ
秘
訣
を
述
べ
ま
す
。

　

第
一
は
、
授
業
へ
の
出
席
を
最
優
先
で
考

え
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、

授
業
で
は
集
中
し
て
内
容
を
理
解
し
よ
う
と

心
掛
け
て
下
さ
い
。
こ
の
習
慣
が
主
体
的
な

学
び
へ
と
つ
な
が
り
、
就
職
活
動
や
卒
業
後

社
会
人
に
な
っ
た
時
に
必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。

　

大
学
生
活
を
安
定
さ
せ
た
う
え
で
、
二
つ

目
に
願
う
こ
と
は
、
活
動
範
囲
を
広
げ
る
努

力
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
挑
戦

し
た
い
気
持
ち
を
実
践
に
移
し
、
周
囲
と
接

点
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
視
野
も
広
が
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
培
わ
れ
ま
す
。

学
内
で
は
、
自
分
に
合
っ
た
課
外
活
動
を
見

つ
け
て
参
加
す
る
こ
と
を
薦
め
ま
す
。﹁
資
格

取
得
﹂﹁
ゼ
ミ
活
動
﹂﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂﹁
留

学
﹂
等
に
力
を
入
れ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

三
番
目
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
皆
さ
ん
が
成

長
す
る
こ
と
が
周
り
の
人
た
ち
を
幸
せ
に
す

る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
ほ
し
い
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
創
立
者
・
川
田
鐵
彌
先
生
は
、

﹁
自
分
よ
り
知
徳
の
勝
れ
た
人
の
出
る
事
は
、

教
育
の
楽
し
み
で
あ
る
。﹂
と
述
べ
て
い
ま

す
。
諸
君
の
成
長
は
私
た
ち
に
も
大
き
な
楽

し
み
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
諸
君
の
成
長
が

諸
君
の
御
父
母
を
幸
せ
に
す
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

高
千
穂
大
学
で
の
四
年
間
は
、
人
生
の
20

分
の
１
程
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
将
来
に
深
く

影
響
し
ま
す
の
で
、
楽
し
く
有
意
義
な
期
間

と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

祝 入学
―伝統校の継承を期待―

学長

笹金 光徳

ご 入 学 に 際 し て

︻
入
学
式
︼ 

平
成
30
年
度
入
学
式
は
桜
が
咲
い
た
4
月
4
日
に
行
わ
れ
、

学
部
生
6
6
0
名
、大
学
院
生
35
名
の

計
6
9
5
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

理事長

藤井  耐

田中 勝博
経営学部　企業経営コース　2年
東京都立第四商業高等学校出身
伊藤ゼミ
アメリカンフットボール部

START!New  Academic  Year
2018   SPRING   

田代 史奈
商学部　マーケティングコース　2年
千葉県立我孫子高等学校出身
庄司ゼミ、バドミントン愛好会

理事長の言葉、身が
引き締まりますよね

桜もみんなの入学を
お祝いしてるよ
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やるぞ、文武両道！

勉学も競技も就活も全力！

休日の過ごし方

入学して二ヶ月が経ち、新入生もようやく大学生活に慣れ始めた頃、

自分の1日と先輩の1日を比較してみましょう。

アメフト部副将と商学部楠美ゼミのゼミ長（2
年次）を務める長嶋くん。みんなから頼られる
力強い存在です。アメフト部では守備の要と
して毎試合大活躍しています。

長嶋 海児
商学部　金融コース　4年
静岡県私立城南静岡高等学校出身
楠美ゼミ、アメリカンフットボール部副将

栄養バランスと節約
のため、なるべく自
炊するようにしてい
ます。もう4年目なの
でだいぶ慣れたので
すが得意料理は卵焼
きだけです（笑）

地元静岡にUターン
しようか、そのまま東
京に残ろうかまだ決
めかねています。い
ずれにしても後悔の
無いように挑戦して
いきたいです。

アメフト部に所属し
ているので昼食はた
くさん食べます。い
つもはバランス定食
の大盛りとラーメン
を注文します。満腹
です！

試合になると人が
変わると言われます

D A Y  O F F

アメフト部では副将
を務めており、60名
の部員を主将と共に
まとめています。リー
グ優勝＆昇格に向け
全員が楽しみながら
前に進んでいます。

朝ごはんは自分で作ります！
07:00

就職活動奮闘中！
10:00

アメフト部員と学食へ
13:00

授業後は部活の練習
16:30

4年ですが常に勉強です！
22:00

販売士の資格を取得
したときは本当に勉
強漬けでした。今は
就職活動の勉強や準
備に追われています。
たまにアメフトの勉
強も！（笑）

おすすめ
スポット

伝説のすた丼屋（明大前）

QBクラブ（渋谷）

調布駅

練習後はいつもガッツリ食べます！
おすすめはガリバタすた丼の肉飯増
しに油そばセットです。

最大手のアメフト店です。競技で使
うものからアメリカのチームグッズま
で幅広い品揃えです。

昨年駅ビルが完成しとてもキレイで
す。おしゃれなお店や飲食店が多く、
駅の中で何でも揃います。

普段は大人しい方ですが、試
合では感情が爆発します。
アメフトはその気持ちそのま
まに相手にぶつかればいい
プレーができるので自分に
合っていると思います。

長嶋くんの

Prof i le

B E S T  3
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就活もアメフトも後悔したくありません！

 BEST 1 

 BEST 2 

 BEST 3 

おすすめ
スポット

裏参道ガーデン（表参道）

濃厚鶏そば たけいち（三軒茶屋）

KBF キラリナ京王店（吉祥寺）

看板メニューのパンケーキは米粉使
用でモチふわ！分厚いけど女子でも
ペロッといけちゃいます。

鶏白湯ラーメンのお店ですが、濃厚
スープが苦手な私はもっぱら和風鰹
です！つくねが美味しい！

綺麗めな服が多くて好きになりまし
た。面白いデザインもあって可愛い
です。

神田さんの

B E S T  3
 BEST 1 

 BEST 2 

 BEST 3 

休日の過ごし方

週末は
カメラ女子！

D A Y  O F F

最近念願のミラーレス一眼
を購入し、休日はレストラン
や観光地などで撮影してい
ます。井の頭公園できれいな
桜の写真が撮れた時はとて
もうれしかったです。

金融コースの恩藏ゼミでゼミ長を務める神田
さん。真面目で真剣に学業に取り組む学生で、
ゼミではリーダーシップを発揮しメンバーを纏
めています。趣味はカメラと相撲観戦。

神田 玲奈
商学部　金融コース　3年
東京都立桜町高等学校出身
恩藏ゼミ

ファイナンシャルプランナー

目指して、頑張ってます！

午前中の授業も積極
的に履修しています。
専攻している金融だ
けでなくたくさんの
ことを身に付けてい
きたいです。

セントラルスクエア
で食べることが多い
です。あまりお腹が
減っていないときは
ゼリーだけで済ませ
てしまうこともあり
ます。

恩藏先生は豊富な
知識と経験で指導し
てくれますが、学生
の意見も尊重してく
れます。研究が表彰

（P19）され、とても
充実しています。

遠藤関のファンで以
前から応援していて、
テレビの前で勝敗を
見守ります。いつか
両国国技館で生観戦
したいです！

授業はとても刺激になります
09:00

友達と一緒にランチ
12:10

恩藏ゼミで保険を研究
14:40

家に帰ったら大相撲を観ます！
17:30

資格取得に向け勉強中
20:00

FP（ファイナンシャ
ルプランナー）の資
格取得に向けて空い
た時間に勉強してい
ます。試験勉強は夜
の方が落ち着いて集
中できます。

FPの試験

頑張ります！

Prof i le
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C
l u

b

＆ S t u d e n t  g r o u
p

s

クラブ＆
学生団体

大集合

入部すれば
もうみんな友達！

クラブハウスの
部室はとても

居心地いいですよ♪

気軽に見学に
きてね！

来 た れ 、 新 入 生 ！

5月でも
各クラブ＆団体は

新入生募集中です！！！

みんなで
大学生活を楽しもう！

バスケットボール同好会

興味がある方は体育館ま
たは部室まで来てくださ
い！

―／青木 左京
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

バドミントン愛好会

興味のある方はぜひ体育
館（球技室）まで！誰でも
大歓迎！

―／唐亀 颯太
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

フォークソング研究会

一緒に音楽やりましょう！
部室棟３階の部室で待っ
てます！

―／吉田 真聖
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

卓球愛好会

毎週、月・木に競技室で活
動しています。
お待ちしています！

―／池田 正史
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

美術部

ゆるく活動しているので気
軽に遊びに来てください！

―／佐藤 遼子
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

軟式野球愛好会

楽しく野球やってます！是
非サークル入ってくださ
い！

―／鎌田 儀行
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

フットサル愛好会

毎週水曜日体育館でやっ
てるんで興味ある方是非。

―／椿　歩
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

簿記会計研究会

興味がある方はぜひ部室
にお越しください！

―／吉澤 太一
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

映画研究会

映画が好き、興味のある方
９号館３階の部室まで来
てください

―／藤井 颯士郎
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

漫画研究会

漫画やアニメが大好きな
方はクラブハウス３階の部
室へ！

―／志村 広太郎
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

硬式野球部

硬式野球部は男子・女子マ
ネージャーを募集していま
す

090-9857-2459（部携帯）／
木内 一志

▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

軽音楽研究会

ク ラ ブ ハ ウ ス の ３ 階
９３０７室でまってます

―／一ノ宮 翼
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

剣道部

我々剣道部は、短い時間の
中で集中して稽古に励ん
でいます。

―／久光 将人
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

ダンス同好会

男女関係なく和気あいあ
いと活動しているクラブ
です。

Twitter:@takachiho_dance ／
齊藤 聖龍

▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

排球部

初心者も経験者も楽しめ
る最高の部活！興味がある
方は是非！

―／阿久津 光史
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

アメリカンフットボール部

未経験者歓迎！人生で最
も熱い瞬間をEAGLESで
共に！

Twitter:@takachihoeagles ／
中村　誠

▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

合気道部

武道場で活動しているの
で興味のある方は是非来
てください！

Twitter:@takachihoaiki ／
aikishinkan@yahoo.co.jp ／
矢部 雅也

▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

和弓部

部員の半数以上が未経験
者！興味のある方は是非弓
道場まで！

Twitter:@tkch_wakyu ／
臼田 理加

▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

スキー部

3月の大会に向けてワイワ
イと活動している部活です

―／西尾 一輝
▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

硬式庭球部

テニスに少しでも興味のあ
る方はぜひ９号館１階の部
室まで

Twitter:@TakachihoTennis ／
tennis.takachiho@gmail.com ／
LINE ID @vsf8144w ／松下 文哉

▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

ゼミナール連合本部

高千穂最大のイベント「ゼ
ミナール発表会」を一緒に
運営しましょう！

t.zemiren@gmail.com ／
室井 龍一

▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR

高千穂祭実行委員会

毎週月曜16:30から1203
教室で活動しています！
是非遊びに来てください！

Twitter:@takachihosai ／
山田 海渡

▶連絡先／担当者氏名

▶一言PR
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ゼ
ミ
Ⅰ
と
基
礎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
概
論
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
大
久
保
で
す
。
研
究
で
は
、
知
能
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ

を
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
人
工
知
能

の
技
術
に
よ
る
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
、
D
N
A
や
光
な
ど
に
よ
る
非
従
来
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
理
論
構
築
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、

本
当
に
実
現
で
き
る
か
際
ど
い
な
と
い
う

と
こ
ろ
が
面
白
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学

生
の
み
な
さ
ん
も
、
自
分
の
勉
強
し
た
い

こ
と
や
好
き
な
こ
と
、
目
標
、
夢
が
す
で

に
あ
っ
た
り
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
を
見
つ
け

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
実
現
の

一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
授
業
を
展
開
し
て

い
く
と
と
も
に
、
自
分
が
目
標
へ
進
ん
で

い
る
姿
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
精
一
杯

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経営学部
准教授

大久保 文哉
■担当科目

教育職員

基礎コンピュータ
コンピュータ概論
ゼミⅠ

コンピュータと夢

　

こ
の
度
4
月
2
日
付
で
経
営
学
部
准
教

授
に
着
任
し
ま
し
た
藤
木
寛
人
と
申
し

ま
す
。
私
が
担
当
す
る
起
業
・
事
業
承

継
コ
ー
ス
は
、
4
年
間
で
未
来
の
経
営
者

を
育
て
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い

ま
す
。
私
は
10
年
間
、
独
立
行
政
法
人
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
と
い
う
中
小
企
業

政
策
の
実
施
機
関
で
、
中
小
企
業
の
経
営

支
援
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
事
業
創
造

論
で
は
、
事
業
計
画
書
の
作
成
を
通
じ
て

ビ
ジ
ネ
ス
の
目
利
き
を
鍛
え
、
企
業
研
究

で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
講
義

で
も
実
務
経
験
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

知
的
好
奇
心
の
赴
く
ま
ま
に
、
楽
し
み
な

が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

経営学部　
准教授

藤木 寛人
■担当科目

教育職員

中小企業経営論
事業創造論、企業研究
地域開発論、専門ゼミ

学びは、知的好奇心の赴くままに

　

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
兵
庫
県
姫
路
市

出
身
の
山
田
良
一
と
い
い
ま
す
。
今
年
3

月
ま
で
世
界
遺
産
姫
路
城
が
見
渡
せ
る
姫

路
市
立
城
東
小
学
校
で
校
長
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
授
業
で
も
関
西
弁
が
た
く
さ
ん

出
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

教
員
生
活
35
年
の
中
で
、
と
て
も
多
く

の
児
童
・
生
徒
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
出
会
っ
た
児
童
・
生
徒
の
数
だ
け

未
来
へ
続
く
道
が
あ
り
ま
す
。

　

高
千
穂
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
、
一
人

一
人
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
人
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
努
力
を
惜
し
ま

ず
、
立
ち
は
だ
か
る
壁
を
い
か
に
打
ち
破

る
か
知
恵
を
絞
り
、
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
人
生
の
醍

醐
味
で
も
あ
り
ま
す
。
夢
の
実
現
に
向
け

て
、
共
に
、
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

人間科学部　
教授

山田 良一
■担当科目

教育職員

教師論、教職実践演習
専門ゼミ

夢は諦めなければ、きっと叶う

　

今
年
度
よ
り
学
務
部
学
生
課
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
奥
山
裕
太
と
申
し
ま
す
。
ま
ず

私
が
大
学
職
員
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
私
自
身
が
大
学
4
年
間
で
職
員
の

方
々
に
は
様
々
な
面
で
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
職
員
の
方
々
の
サ
ポ
ー

ト
に
よ
り
、
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
今

度
は
私
が
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
の
で
、

大
学
職
員
を
志
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
学

ぶ
こ
と
の
多
い
毎
日
で
す
が
、
学
務
部
の

一
員
と
し
て
学
生
が
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
れ
る
よ
う
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
職
員
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
学
園
全
体
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
け
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

奥山 裕太

■配属先

事務職員

学務部学生課

周りから信頼される職員になりたい
　

英
語
Ⅰ/

Ⅱ
と
ゼ
ミ
Ⅰ/

Ⅱ
を
担
当
し
ま

す
。
こ
の
春
ま
で
北
海
道
の
中
学
校
、
高

校
で
英
語
教
員
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
今
ま
で
自
分
が
教
え
て
き
た
中

学
生
や
高
校
生
が
、
大
学
生
に
な
る
と
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
、
ど
の
く
ら
い
成

長
し
て
い
く
の
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
楽
し
み
で
す
。
大
学
生
活
は
、
み
な

さ
ん
の
考
え
方
や
感
じ
方
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
ま
し
ょ
う
。
成
功

も
失
敗
も
、
す
べ
て
が
み
な
さ
ん
の
人
生

に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
に
な

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
豊
か
な
人
間
性
と
積
極
的
な
行
動
力

を
身
に
つ
け
て
将
来
の
夢
を
叶
え
る
た
め

に
、
少
し
で
も
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

商学部
助教

山田　浩
■担当科目

教育職員

英語Ⅰ・Ⅱ、ゼミⅠ
専門ゼミ

夢を叶える大学生活を送りましょう

新
任
教
員
・
事
務
職
員

ご
挨
拶

今
年
の
新
任
教
員
と

事
務
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
学
び
や

好
奇
心
を
刺
激
す
る
先
生
、

そ
し
て
悩
み
や
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る

頼
も
し
い
事
務
職
員
で
す
。
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で
あ
る
証
券
論
を
学
生
が
履
修
す
る
の
は
、

ゼ
ミ
に
入
っ
た
後
で
す
。
そ
こ
で
、
ゼ

ミ
で
は
、
株
式
市
場
を
中
心
と
し
な
が
ら
、

広
く
経
済
に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
私
の
研
究
分
野
は
﹁
計
量

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
﹂
と
い
い
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
問
題
を
、
統
計
学
の
手
法
を
用
い
た

デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て
計
量
的
に
明
ら
か

に
し
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
ゼ
ミ

で
は
主
に
春
学
期
に
、
日
々
の
株
価
を
観

察
し
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
株
価
が
大
き

く
変
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
に
は
何
か
し
ら
理
由
が
あ
る
も
の
で

す
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ス
を
確
認
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
う
え
、
株
価
を
は
じ
め
と
す

る
複
数
の
デ
ー
タ
を
読
む
訓
練
に
な
り
ま

す
。
決
し
て
小
手
先
の
投
資
技
術
を
養
う

の
で
は
な
く
、
研
究
テ
ー
マ
を
探
す
手
段

と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
と
平
行
し
て
、
本
を
読

む
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
バ
ブ
ル

崩
壊
に
関
す
る
本
を
当
時
の
３
年
生
が
紹

介
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
歴
史
上
の
い

く
つ
か
の
株
価
バ
ブ
ル
や
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
、
プ
ラ
ザ
合
意
な
ど
を
調
べ
ま

し
た
。
今
年
度
も
３
年
生
が
複
数
の
本

を
紹
介
し
て
く
れ
る
予
定
で
す
。
そ
こ
か

ら
知
識
を
得
て
、
研
究
テ
ー
マ
を
選
定
し
、

研
究
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

タ
イ
ル
で
は
な
く
、
指
定
さ
れ
た
教
科
書

を
基
に
担
当
班
が
授
業
資
料
を
作
り
、
授

業
も
実
施
す
る
と
い
う
学
生
同
士
で
教
え

あ
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
理
解
の
深
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
ス
ラ
イ
ド
作
成
の
基
礎
知
識
や
人
に
物

事
を
わ
か
り
易
く
伝
え
る
為
の
ス
キ
ル
を

習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
に
、
3

年
生
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
会
に
向
け
て
2

年
生
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
共
に
調
査
、

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
身
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
経
験
を
通
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
能
力
や
チ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
能
力
の
養
成
を
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
4
年
生
は
卒
業
論
文

の
作
成
を
通
し
て
、
課
題
設
定
能
力
の
養

成
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
る
文
章
作
成
能
力
の
養
成
を
し
て
い

ま
す
。
本
ゼ
ミ
は
経
営
学
部
に
所
属
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
卒
業
研
究
で
も
経
営
上

の
問
題
点
を
意
識
し
た
課
題
設
定
を
求
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
の
中
の
物

事
を
経
営
と
い
う
視
点
か
ら
観
察
す
る
素

養
の
養
成
を
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
山
ゼ
ミ

は
ま
だ
2
年
目
に
入
っ
た
ば
か
り
で
ゼ
ミ

の
運
営
は
試
行
錯
誤
し
て
い
る
最
中
で
す
。

そ
ん
な
中
、
ゼ
ミ
学
生
は
積
極
的
に
意
見

を
述
べ
、
よ
り
良
い
ゼ
ミ
運
営
に
協
力
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
。

田
ゼ
ミ
は
例
年
よ
り
も
多
く
の

学
生
を
迎
え
て
、
２
０
１
８
年

度
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
文
を
執

筆
し
て
い
る
日
に
は
新
年
度
第
１
回
目
の

ゼ
ミ
活
動
が
あ
り
、
3
年
生
が
２
年
生
に

や
さ
し
く
教
え
る
姿
や
、
２
年
生
が
積
極

的
に
話
し
合
い
に
参
加
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
学
生
た
ち
が
良
い
ス
タ
ー
ト
を

切
れ
た
の
で
、
今
年
度
は
ゼ
ミ
活
動
が
よ

り
一
層
、
活
発
に
行
え
る
よ
う
に
、
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゼ
ミ
の
研
究
分
野
は
証
券
市
場
分
析

で
す
。
主
と
し
て
株
式
市
場
の
分
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
担
当
す

る
経
済
学
を
1
年
生
で
履
修
し
、
経
済
学

を
勉
強
し
た
い
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ち
な
み
に
、
も
う
一
つ
の
担
当
科
目

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
は
、
望
ま
し
い
経
営

の
状
態
を
設
計
し
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
仕
組
み
を
構
築
す
る
技
法
に
関
す
る
学

問
で
す
。
そ
の
対
象
範
囲
は
、
生
産
・
流

通
分
野
や
医
療
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
中
山
ゼ
ミ
で
は
こ
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

の
学
習
と
そ
の
手
法
論
を
用
い
た
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
は
毎
週
学
年
別
に
開
講
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
2
年
生
に
は
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
基
礎
知

識
の
学
習
に
加
え
、
基
本
的
な
物
事
の
考

え
方
︵
論
理
的
思
考
力
︶
と
文
章
表
現
能

力
の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
の
ス

タ
イ
ル
は
私
が
一
方
的
に
教
え
る
講
義
ス

柴田ゼミ

中山ゼミ

商学部
准教授

柴田　舞

経営学部
助教

中山 景央

株式市場の分析には
データと根拠が大事

在るべき姿をデザインし、
実現のための仕組みづくりを行う

■担当科目

■担当科目

■略歴

■略歴

経済学（ミクロ基礎）/（マクロ基礎）、証券論、ゼミⅠ、専門ゼミ

社会情報システム（情報化と社会）/（情報通信技術）、生産管理論、ゼミⅠ、専門ゼミ

東京都立大学経済学部卒業
一橋大学大学院経済学研究科修士課程入学
一橋大学大学院経済学研究科修士課程修了
東京都立大学大学院社会科学研究科博士課程入学
東京都立大学大学院社会科学研究科博士課程修了

早稲田大学理工学部卒業
早稲田大学創造理工学研究科経営システム専攻入学
早稲田大学創造理工学研究科経営システム専攻修了
早稲田大学創造理工学研究科経営システム専攻博士後期課程入学
早稲田大学創造理工学研究科経営システム専攻博士後期課程単位取得満期退学

山野 偉吹
商学部　金融コース　3年
神奈川県私立立花学園高等学校出身
漫画研究会

柴田ゼミは証券に関わることに
ついて学びます。私が柴田ゼミ
に入ったのは、株に興味を持っ
たからです。証券について気に
なるのであればぜひ一度、見学
に来てください。

小池 夏花
経営学部　情報コース　3年
東京都立上水高等学校出身

“オペレーションズマネジメント＂
を学べるのはこのゼミだけだっ
たので選びました。将来必要に
なる介護業務を対象にしている
のも魅力的でした。

石井　克
商学部　金融コース　3年
東京都立桜町高等学校出身

春は経済関連の本を各自が紹介
し、秋のゼミ発表会に向けて研
究課題を探します。その他、株
の売買を疑似体験できる株ゲー
ムも行っています。

西田 翔太
経営学部　企業経営コース　2年
福岡県私立筑陽学園高等学校出身

昨年のゼミⅠでの発表の反省を
生かして今年はゼミ発表会に参
加したいです。また、ゼミでの活
動を通して論理的思考を鍛えた
いと考えております。

志村 広太郎
商学部　金融コース　3年
東京都私立二松學舎大学附属高等学校出身
漫画研究会

ゼミ以外にも、柴田先生の経済
学と証券論の授業を受けました
が、とても分かりやすく楽しい授
業でした。課題に関して的確な
アドバイスをくれる先生です。

長沢　駿
経営学部　企業経営コース　4年
東京都私立目白研心高等学校出身
漫画研究会

中山先生は生徒思いでとても優
しい先生です。ゼミ発表の際
はそれぞれのグループのことを
しっかり考えてくれていて、適切
なアドバイスをもらいました。

伊藤 裕貴
商学部　金融コース　3年
神奈川県私立藤沢翔陵高等学校出身

柴田ゼミでは、株ゲームで実践
に近い株式運用の経験ができま
す。ゲームを通じて、証券市場
の仕組みや分析方法を学び、同
じゼミ生と楽しみながら学習す
ることができます。

内山 大地
経営学部　企業経営コース　4年
千葉県立国分高等学校出身
軟式野球愛好会

中山ゼミナールは、皆仲良く活
発なゼミナールです。先生も優
しくて距離が近いのは、本ゼミ
ナールの良いところであり特徴
でもあります。是非一緒に、勉
強しましょう。

大学教育の中心であるゼミナール教育。
伝統ある高千穂のゼミが、今何に取り
組んでいるかを学部ごとに紹介します。

C L O S E   
U P！ !

T A K A C H I H O   S E M I N A R

高千穂
ゼミ

STUD
EN

T’S  VO
ICE 

STUD
EN

T’S  VO
ICE 

柴

オ
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高千穂学生の就職活動を応援します！

INFORMATION

月 日 曜 時間 行事名 内容

5 23～ 25 11：30～16：30 春の進路相談会 現在進路について悩みを抱えている学生を対象に個人面談

6 4 月 14：40～16：10 エントリーシート
講座

自己分析の結果をもとにエントリーシートを実際に作成し、書き方のコツを学ぶ
5 火 13：00～14：30

12 火 13：00～14：30 マナー講座 就職活動におけるマナーの基礎知識を学び実践する

7 2 月 14：40～16：10
業界研究講座

数多く存在する業界の種類を知り、各業界の現状や今後の展望など深く研究する
方法について学ぶ3 火 13：00～14：30

3年生就職支援行事スケジュール　
平成30年度 就職活動支援行事

平
成
29
年
度 

就
職
活
動
総
括

ガイダンス

合同企業説明会

就 職 活 動 情 報 局

平
成
29
年
度
卒
の
学
生
が
卒
業
し
て

2
ケ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
最
終
の
就
職

内
定
率
は
99
・
0
％
と
な
り
、
昨
年
に
続

き
高
水
準
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
こ
こ
数
年
続
い
て
い
る
﹁
売
り
手
市

場
﹂
が
大
き
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、
何
よ
り
も
学
生
自
身
の
頑
張
り
が

結
果
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

3
年
次
か
ら
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
積
極
的

に
参
加
し
、
そ
こ
で
得
た
知
識
を
し
っ
か

り
と
身
に
付
け
盤
石
な
備
え
で
就
職
活
動

に
挑
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
視
野
を
広
げ
て

就
職
活
動
を
続
け
た
結
果
、
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
学
生
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

近
年
で
は
売
り
手
市
場
が
続
き
、
就

職
活
動
は
学
生
に
有
利
な
状
況
で
あ
る
と

メ
デ
ィ
ア
や
各
就
職
情
報
サ
イ
ト
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
で
は
、
学
生
全

員
が
﹁
楽
﹂
に
就
職
活
動
を
進
め
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
？
売
り
手
市
場
と
言
わ
れ

て
い
る
環
境
で
も
就
職
活
動
に
苦
戦
す
る

学
生
は
少
な
か
ら
ず
お
り
、
そ
の
大
半
が

﹁
準
備
不
足
﹂、﹁
就
職
活
動
開
始
の
出
遅

れ
﹂
が
原
因
で
す
。
こ
れ
は
売
り
手
市
場

に
関
係
な
く
就
職
活
動
に
苦
戦
す
る
学
生

の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
平
成
29
年
度
も
1
年

間
を
通
じ
て
学
内
に
て
実
施
し
て
い
る
就

職
支
援
行
事
に
未
参
加
の
学
生
に
圧
倒
的

に
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
就
職
環
境
が
良
い
か
ら
﹁
な

ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
﹂
と
自
ら
行
動
し
な

か
っ
た
学
生
は
、
思
う
よ
う
に
就
職
活
動

は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
、
就
職
活
動

を
行
っ
て
い
る
方
や
、
こ
れ
か
ら
就
職
活

動
を
始
め
る
方
は
是
非
﹁
や
り
た
い
こ
と

が
見
つ
か
ら
な
い
﹂
か
ら
就
職
活
動
を
し

な
い
の
で
は
な
く
、
就
職
活
動
を
通
じ
て

﹁
や
り
た
い
こ
と
﹂
を
見
つ
け
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
を
探
す
こ

と
こ
そ
就
職
活
動
で
す
。
自
分
の
方
向
性

を
見
つ
け
る
た
め
に
多
く
の
企
業
説
明
会

に
参
加
し
企
業
・
業
界
に
つ
い
て
知
識
を

吸
収
す
る
こ
と
で
や
り
た
い
仕
事
が
見
つ

か
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を

行
う
学
生
の
皆
さ
ん
は
自
分
自
身
で
チ
ャ

ン
ス
を
潰
さ
ず
納
得
の
い
く
就
職
活
動
を

行
っ
て
下
さ
い
。

California

Humboldt State University
 San Francisco

カリフォルニア州の北部にあ
る州立ハンボルト大学。サン
フランシスコから飛行機で約
1時間の場所にあります。

Humboldt State UniversityHumboldt State UniversityHumboldt State UniversityHumboldt State University
 San Francisco

★ハンボルト大学

2018年2月に行われた

アメリカ・ハンボルト大学の短期留学。

どのような経験をしてきたか参加者にレポートをもらいました。

短期留学レポート

高千穂にもアメリカにも友達ができた

伊澤 太郎
経営学部  起業・事業承継コース  4年
東京都私立東京高等学校出身
加藤ゼミ

英語は苦手でしたし、留学メンバーの中では
一番年上だったため、留学前は友達は出来な
いと思っていました。でも、違いました。高
千穂生とは協力しながら一緒に楽しめるよう
になり、アメリカの人達とは片言英語とジェ
スチャーで会話
し友達になるこ
とができました。

ゆっくり分かりやすく話してくれる

高橋 幸誠
経営学部  企業経営コース  3年
埼玉県川口市立県陽高等学校出身
永戸ゼミ、学術文化団体連合会本部

私の英語が間違っていたり話がよく聞き取
れなくても、現地の人は私の言いたいことを
感じとってゆっくり分かりやすい英語に言い
直してくれました。友達とは帰国後も連絡を
取り合い、日本に来たら会う約束もしました。
色々な国の人が
いて一度に様々
な文化を学べて
いい経験になり
ました。

広くて開放的なキャンパスにびっくり！

山㟢 千帆
商学部  会計コース  2年
千葉県私立昭和学院高等学校出身
石井ゼミ、アメリカンフットボール部

ハンボルト大学のスタッフはみんな親切で、
困った時はすぐ対応してくれました。大学の
開放的な雰囲気と広さにも驚かされました。
構内では、スケートボードで登校してくる人
や犬を連れてくる学生もいました。私が想像
していた大学生
活とは違ってと
ても胸が躍りま
した。

もう一度アメリカに行きたい！

久松 翔
経営学部  企業経営コース  2年
東京都私立東京電機大学高等学校出身
永戸ゼミ

帰国して最初に感じたことは、「もう一度アメ
リカに行きたい！」ということです。文化や
習慣の違いを体験でき、英語でのコミュニ
ケーション力もついた留学。周りにも留学は

「絶対に行ったほうがいい」と勧めています。
お 金 を た め て
もう一度、ホス
ト フ ァ ミ リ ー
に 会 い に 行 き
たいです。

もっと深い話ができるようになりたい

由井 佐知
商学部  会計コース  3年
埼玉県私立花咲徳栄高等学校出身
石井ゼミ

留学して確実に英語力が上がりました！自分
の発音の変化にも驚いています。カタカナ英
語だったのが現地の発音になり相手と会話が
出来るようになって嬉しく思う反面、もっと
深い話がしたかったと後悔もしています。こ
の後悔を力に、
今後も英語の勉
強を続けたいと
強く思えるよう
になりました。

居心地のいいホームステイ

岩柳 勇希
人間科学部  心理・コミュニケーションコース  2年
東京都私立八王子実践高等学校出身
小向ゼミ

ホストファミリーは私を家族として迎えてく
れてとても居心地がよかったです。私のホス
トファミリーには2人の高校生の兄弟がいて
一緒にバスケをしたりしました。たまにラン
チを自分で作る必要があり、最初冷蔵庫を自
分で開けて物を
取ることや使う
ことに抵抗があ
りましたが、す
ぐ慣れました。

想像以上の楽しさ！

豊泉 佳穂
商学部  マーケティングコース  2年
東京都立小平西高等学校出身
藤芳ゼミ

留学の想像以上の楽しさに驚きました。現地
の人たちはとても親しみやすく、全く知らな
い人でも目が合っただけで挨拶を交わすので、
毎日とても気分がよくなりました。アメリカ
での友達とは今でも連絡を取る仲になりまし
た。たくさんの
思い出と大勢の
友達ができ、と
ても良い経験が
できました。

Get ready to discover the NEW you in 2018!

7名の学生がアメリカに留学し、とてもいい
経験をして帰ってきました。自分の才能や能
力に気づくには、日常生活から飛び出してみ
ることです。留学で新しい自分を発見しよう！
According to P.T. Barnum  “Comfort, is the 
enemy of progress.” Get ready to discover 
the NEW you in 2018!

引率教員

Manfred Delano Cannegieter
経営学部
助教

O V E R S E A S  T R A I N I N G  R E P O R T

面接練習

※行事日程は変更になる可能性があります。



大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
生
活
で
学
ん
だ
礼
節
の
精
神
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
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私の高校時代

私の高校時代

他
の
学
生
と
自
分
自
身
を

差
別
化
で
き
る
こ
と
が
社
会
で
は
大
切

安達 明則
2014年度　経営学部卒業

小林ゼミ

三本コーヒー株式会社　総務部勤務

I N T E R V I E W
様々な分野で活躍する卒業生を紹介します！

（写真上）高千穂祭実
行委員会でのチケッ
ト販売。当時のメン
バーとは今でも定期
的に食事に行きます。

（下）企業説明会では
学生の皆さんによく
理解していただける
よう説明します。

vol.01

vol.02

東京都私立 昭和第一学園高等学校

東京都私立 堀越高等学校

　

私
の
母
校
は
、
礼
節
の
精
神
を
と
て
も
大

切
に
し
て
い
る
学
校
で
す
。
そ
の
一
方
で
変

わ
っ
た
部
活
動
も
あ
る
と
い
う
の
も
面
白
い

で
す
。
校
外
学
習
で
長
野
や
愛
知
、
北
海
道

な
ど
へ
行
き
、
色
々
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
が

良
い
思
い
出
で
す
。
1
年
次
は
大
屋
敷
先
生
、

2
・
3
年
次
は
中
澤
先
生
が
担
任
で
、
進
路

相
談
で
は
小
泉
先
生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
進
学
で
高
千
穂
大
学
を
選
ん
だ
の

は
、
堀
越
高
校
と
雰
囲
気
が
似
て
い
る
よ
う

に
思
え
た
か
ら
で
す
。
同
じ
高
校
か
ら
の
進

学
者
も
多
く
て
、
そ
う
い
う
意
味
で
進
学
後

の
交
友
関
係
を
つ
く
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

主
体
的
に
学
ぶ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
が
1
年
次

か
ら
あ
り
ま
す
。
先
生
が
熱
心
で
勉
強
へ
の

サ
ポ
ー
ト
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

先
生
と
距
離
が
近
い
と
こ
ろ
と
、
就
職
や
課

外
講
座
の
受
講
な
ど
へ
の
支
援
が
、
と
て
も

手
厚
い
の
が
特
長
で
す
。

金野 智世
人間科学部  社会・ライフデザイン
コース 3年
東京都私立昭和第一学園高等学校出身
齋藤ゼミ

　

在
学
時
は
高
千
穂
祭
実
行
委
員
会
で
委

員
長
を
務
め
、
当
時
の
﹁
人
の
管
理
﹂
が

現
在
の
仕
事
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
い
か
に
や
る
気
に
さ
せ
る
か
。

必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
せ
る
か
な

ど
、
そ
れ
ら
の
経
験
が
人
事
と
し
て
＂
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
管
理
＂
の
重
要
性
を
知
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
仕
事
は
採
用
・
教
育
部
門
を
担

当
し
て
お
り
、
採
用
の
窓
口
や
採
用
計
画
、

研
修
、
内
定
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
の
企
画
・
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
事
発
信
で
会
社

に
新
し
い
企
画
や
改
善
案
を
提
案
で
き
る

よ
う
、
日
々
の
情
報
収
集
や
社
内
外
の
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
大
学
生
活
を
漠
然

と
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
何
事
に
も
﹁
何

の
た
め
？
目
的
は
？
手
段
は
？
﹂
と
問
い

続
け
、
自
分
自
身
を
他
の
学
生
と
差
別
化

で
き
る
意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

私
自
身
も
ま
だ
ま
だ
社
会
人
と
し
て
未
熟

な
部
分
が
沢
山
あ
り
日
々
悩
み
な
が
ら
模

索
し
て
い
る
最
中
で
す
。

　

ぜ
ひ
忙
し
く
濃
密
な
大
学
生
活
を
送
り
、

人
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

3年生最後の体育祭で初めて優勝した
ことです。1番印象に残っている競技
は部対抗リレーでした。各部のパフォー
マンスにとても盛り上がりました。私
が所属していた家庭科部はエプロン姿
でオタマなど持って走りました！

5月に3泊4日で長野県菅平へ林間学校
に行きました。山登りやスポーツで体
を動かしたり、地域の文化や歴史を勉
強したりする時間がありました。

村  健太郎
人間科学部  人間科学専攻
4年
東京都私立堀越高等学校出身
松谷ゼミ

私の高校時代
　

私
の
母
校
は
、
礼
節
の
精
神
を
と
て
も
大

切
に
し
て
い
る
学
校
で
す
。
そ
の
一
方
で
変

村  健太郎

高千穂大学には全国から学生が集まっています。今の自分がいるのも高校時代があるからこそ。

当時を振り返りながら、母校の良さを皆さんに紹介します。

私 の 思 い 出

私 の 思 い 出

　

私
の
母
校
は
先
生
の
授
業
が
わ
か
り
や
す

く
て
面
白
い
高
校
で
す
。
担
任
の
守
谷
先
生

︵
1
年
次
︶、
石
川
先
生︵
2
年
次
︶、
槇
枝
先

生︵
3
年
次
︶、
大
澤
先
生︵
進
路
相
談
担
当
︶

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
1
年
次
に
は
校

外
学
習
が
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
へ
。
友
人
と
の
仲
が
深
ま
っ
た
良
い

思
い
出
で
す
。
高
千
穂
大
学
・
人
間
科
学
部

へ
の
進
学
は
、
大
学
の
個
別
相
談
の
と
き
に

先
生
が
熱
心
だ
っ
た
こ
と
と
、
新
し
い
こ
と

を
や
っ
て
み
た
く
て
決
め
ま
し
た
。
先
輩
や

同
級
生
に
母
校
出
身
の
人
が
多
い
の
で
、
相

談
し
や
す
く
心
強
い
で
す
。

BEST

BEST

私の母校の特長

私の母校の特長

母
校
の
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

母
校
の
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

母
校
の
先
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

母
校
の
先
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

生徒数がとても多いので、人付き合いの
コミュニケーション能力が鍛えられる

進学支援センターという、進学希望者
向けの学習スペースがある

敷地内に
グラウンド（人工芝）がある！

礼節の精神をとても
大切にしていること！

ボーリング部とか、
面白く・珍しい部活動がある！

マスコットキャラクターがいる！
名前は「ホリオン」

3

3

BEST 1

BEST 1

BEST 2

BEST 2

BEST 3

BEST 3

  M

y High School

Prese ntat ion
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Futsal

フットサル愛好会

我
々
、
フ
ッ
ト
サ
ル
愛
好
会
は
﹁
ま

ず
は
気
軽
に
フ
ッ
ト
サ
ル
が
で
き
る
環

境
﹂
を
目
指
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

平
日
は
ゲ
ー
ム
形
式
の
練
習
を
メ
イ
ン
に

行
い
、
選
手
同
士
の
細
か
い
連
携
、
意
思

疎
通
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
上
下
関
係

を
極
力
無
く
し
誰
で
も
気
兼
ね
な
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
土
日
は
学
外
で
試
合
を
組
ん

で
い
る
こ
と
が
多
く
、
他
大
学
の
チ
ー
ム

な
ど
と
の
試
合
は
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま

す
。
年
2
回
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年
は
2
回
と
も
準
優
勝
で
し
た
。
今
年

は
1
大
会
で
も
優
勝
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
ま
た
団
体
と
し
て
は
、
将
来
的
に

部
へ
昇
格
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

CLUB DATA

恩藏 三穂　主将　伊東 廉
40人（新入生15人、マネージャー 2人）
毎週水曜16:30 ～／体育館（土日に学外活動あり）
試合形式の練習が中心。
みんな仲がよいです。先輩後輩の厳しい上下関係はありません。

結果速報（1月～ 5月6日まで）

●硬式野球部
春季オープン戦：
3/10（土）高岡法科大学戦 勝ち10-1
3/11（日）北九州市立大学戦 負け  1-4
3/26（月）神奈川工科大学戦 勝ち17-3
3/30（金）一橋大学戦 勝ち  8-4
4/ 7（土）首都大学東京戦 勝ち  1-5
4/14（土）日本大学生物資源科学部戦 勝ち  8-0
4/21（土）東洋学園大学戦 勝ち  6-1
4/29（日）東京学芸大学戦 勝ち  8-1

4/30（月）文京学院大学戦 勝ち15-0
5/ 5（土）首都大学東京戦 引き分け5-5

三高商定期戦：
3/23（金）東京経済大学戦 負け3-4
3/23（金）千葉商科大学戦 勝ち1-2

●スキー部
3/11（日）-17（土）第45回全国学生岩岳スキー大会
アルペン競技の部　個人4種目総合男子31位

（西尾一輝）

3/11（日）-17（土）第45回全国学生岩岳スキー大会
男子クラブ総合35位

TAKACHIHO INFORMATION

大学の最新情報が分かる！
公式アカウントをフォローしよう！！

高千穂大学ソーシャルメディア
公式アカウント

●編集長 渡邉　均
●委　員 坂田 利康
 西原 正人

クォータリー高千穂設置場所：図書館（1階）、
3号館（1階）、4号館（1・2階）、情報メディアセンター、
CS（1・2・3・4階）

［クォータリー 高千穂］ 

●編集・印刷 orange corporation

2018/5  Vol.67 ご意見・ご要望などを募集します

高千穂大学・広報誌（Quarterly TAKACHIHO）をご覧いた
だきまして誠にありがとうございます。広報課では皆さん
からご意見やご要望などを募集しております。お気軽に
メールにてお知らせください。お待ちしております。

連絡先メールアドレス

koho@takachiho.ac.jp

バングラデシュの子ども支援活動
2017年10月1 1日（水）

長谷川ゼミ（人間科学
部）は、活動を行ってい
る女子美術大学、立教
女子学院短期大学、明
治大学、帝京平成大学
の学生らと報告会を行
いました。

公的資格取得支援奨学生認定
1月23日（火）

上位資格取得に向けた
専門学校などの授業料
を大学が負担する公的
資格取得支援制度。2
名の学生が認定されま
した。加賀美崚（商学部）
税理士簿記論・財務諸表
論・消費税論、古澤太一

（商学部）日商簿記1級。

永井ゼミ（商学部）が特別賞を受賞
2017年12月14日（木）

東京都北区で実施され
た「地域の魅力発信プ
ロジェクト2017 in 北
区」にて、永井ゼミ（商
学部）の2年生チームが
特別賞を受賞しました。

新日本スーパーマーケット協会
による第11回講師懇談会

3月19日（月）

同協会に加盟する流通、小売、メーカー、
サービスなどの実務家が最先端の経営や
ビジネスを講義します。寄付講座は開講
10 周年を迎えました。

フ
ッ
ト
サ
ル
や
サ
ッ
カ
ー
が

大
好
き
な
人
　
み
ん
な
集
ま
れ
！

（右）主将

伊東　廉
経営学部　企業経営コース　3年
茨城県私立第一学院（高萩校）高等学校出身
黒川ゼミ、フットサル愛好会

VOICE

近年益々人気の高まっているフットサル。

学内でもその人気は勢いがあり、

部員の数もトップクラスです。

CLUB ACTIVITIES
I N T R O D U C T I O N  O F

加賀美（左から2番目）、古澤（右から2番目）

学生表彰
2月13日（火）

渡辺健太（人間科学部）
国際車椅子バスケット
ボールトーナメントと全
国障害者スポーツ大会東
京都代表、加賀美崚（商
学部）税理士試験簿記論
と財務諸表論合格、水谷
優太（経営学部）宅地建
物取引士資格試験合格
渡辺（左から2番目）、加賀美（左から4番目）、水谷（右から2番目）

平成30年度同窓会総会・懇親会
5月19日（土）

同窓会総会と懇親会が
開催されました。ホー
ムカミングに加えて、
蹴球部やヨット愛好会
のOB会の集いも行わ
れ、大勢の同窓生が集
まりました。

（写真は昨年のものです）

春のミニオープンキャンパスを開催
3月25日（日）＆4月28日（土）

新2-3年生を対象にし
たミニオープンキャ
ンパスを開催。約200
名が来校し、大学説
明・学部紹介、入試説
明、キャンパスツアー
などに参加しました。

（左）マネージャー

梅原 瑚々
商学部　マーケティングコース　3年
東京都立千早高等学校出身
永井ゼミ、学友会本部
フットサル愛好会
高千穂祭実行委員会

茨城県私立第一学院（高萩校）高等学校出身

経営学特別講義
4月12日（木）～7月19日（木）

藤 井 耐 理 事 長・教 授
（経 営 学 部）担 当 で、
一般社団法人新日本
スーパーマーケット
協会による第12回寄
附講座が開催されて
います。

総合科目A（春学期）
4月12日（木）～7月19日（木）

高 田 大 安 教 授（商 学
部）担当で、日本経済
アラカルトをテーマ
に、総合科目Aが毎週
木 曜 日3限（13:00～
14:30）で開催されて
います。

（写真は阪本泰男氏） （写真は佐々木淳一氏）

恩藏ゼミ（商学部）奨励賞を受賞
3月1日（木）

全労済関東統括本部
主催した「共済への加
入者増加に向けて」を
テーマとした委託研究
にて、恩藏ゼミ（商学部）
の2年生チームが奨励
賞を受賞しました。

新津重幸名誉教授の出版記念パーティ
3月22日（木）

新 津 重 幸 名 誉 教 授
（商学部）による書籍
「日本型マーケティン
グの進化と未来：ビ
ジネスパラダイムの
変革とマーケティン
グの戦略的変革」が白
桃書房から出版され
ました。

顧 問
 所属人数
活 動 日
内 容
雰 囲 気



御挨拶

〈総会開催概要〉

◆
懇
談
会
の
内
容

1
．支
部
会

2
．昼
食
会

3
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

4
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

5
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑶
宇
都
宮
会
場

◆
開
催
日
時　

9
月
16
日
（
土
）　

10
時
30
分
〜
18
時

◆
会　

場　
　

宇
都
宮
市　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

◆
参
加
者　
　

保
護
者
17
名
（
10
名
）在
籍
者
数
31
名

＊
（　

）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、他
5
名

父
母
の
会　
　

礒
部
会
長
（
埼
玉
県
支
部
長
）

◆
懇
談
会
の
内
容

1
．支
部
会

2
．昼
食
会

3
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

4
．講
演
「
全
力
の
ス
ス
メ
〜
高
千
穂
大
学
で
学
ん
だ
事
〜
」

5
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

6
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑷
東
京
会
場
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
山

梨
県
、
福
島
県
、
群
馬
県
、
茨
城
県
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
、
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
、九
州
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
開
催
）

◆
開
催
日
時　

9
月
23
日
（
土
）　

10
時
30
分
〜
17
時
30
分

◆
会　

場　
　

高
千
穂
大
学

◆
参
加
者　
　

保
護
者

＊
（　

）内
の
数
字
は
前
年
度

東
京
都
支
部 

160
名
（
134
名
）　

在
籍
者
数　

1054
名

1
．父
母
懇
談
会
の
開
催
報
告

　

父
母
の
参
加
者
は
３
４
４
名
（
昨
年
２
８
８
名
）で
参

加
率
は
16
％
。
開
催
ハ
ガ
キ
の
回
答
率
は
47
％
。
会
員

１
８
７
４
名
に
対
し
開
催
案
内
を
往
復
は
が
き
に
て
7
月
下

旬
に
発
送
。
9
月
2
日
（
土
）新
潟
会
場
を
皮
切
り
に
全
16
支

部
が
4
会
場
で
開
催
し
た
。

⑴
新
潟
会
場

◆
開
催
日
時　

9
月
2
日
（
土
）　

11
時
〜
18
時

◆
会　

場　
　

新
潟
市　

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

◆
参
加
者　
　

保
護
者
13
名
（
12
名
）在
籍
者
数
47
名

＊
（　

）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

笹
金
学
長
、他
4
名

　
　
　
　
　
　

父
母
の
会 

富
田
副
会
長
（
栃
木
県
支
部
長
）、

　
　
　
　
　
　

松
﨑
事
務
局
長

◆
懇
談
会
の
内
容

1
．支
部
会

2
．昼
食
会

3
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

4
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

5
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑵
静
岡
会
場

◆
開
催
日
時　

9
月
9
日
（
土
）　

11
時
20
分
〜
17
時
10
分

◆
会　

場　
　

静
岡
市　

静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋

◆
参
加
者　
　

保
護
者
14
名
（
10
名
）在
籍
者
数
42
名

＊
（　

）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、他
4
名

父
母
の
会　
　

尾
崎
副
会
長
（
東
京
都
支
部
長
）、

　
　
　
　
　
　

松
﨑
事
務
局
長

神
奈
川
県
支
部 

53
名
（
54
名
）　

在
籍
者
数　

294
名

千
葉
県
支
部 

14
名
（
11
名
）　

在
籍
者
数　

68
名

埼
玉
県
支
部 

25
名
（
21
名
）　

在
籍
者
数　

141
名

福
島
県
支
部 

2
名
（
1
名
）　

在
籍
者
数　

21
名

群
馬
県
支
部 

4
名
（
4
名
）　

在
籍
者
数　

19
名

茨
城
県
支
部 

8
名
（
4
名
）　

在
籍
者
数　

26
名

山
梨
県
支
部 

3
名
（
5
名
）　

在
籍
者
数　

21
名

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

8
名
（
7
名
）　

在
籍
者
数　

26
名

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

13
名
（
7
名
）　

在
籍
者
数　

26
名

中
部
ブ
ロ
ッ
ク 

4
名
（
4
名
）　

在
籍
者
数　

11
名

近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク 

3
名
（
1
名
）　

在
籍
者
数　

25
名

九
州
ブ
ロ
ッ
ク 

3
名
（
3
名
）　

在
籍
者
数　

18
名

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、笹
金
学
長
、他
12
名

父
母
の
会　
　

礒
部
会
長
、松
﨑
父
母
の
会
事
務
局
長
、

　
　
　
　
　
　

各
支
部
長

◆
懇
談
会
の
内
容

1
．支
部
会

2
．昼
食
会

3
．就
職
活
動
体
験
報
告
会 

4
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

5
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

6
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

2
．家
庭
と
の
連
絡
強
化

　
『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
』の
発
送
（
年
4
回
）

　

平
成
29
年
5
月
、7
月
、10
月
、平
成
30
年
1
月　

発
送

う
ち
5
月
、
1
月
発
行
号
に
は
父
母
の
会
行
事
特
集
「
黎
明
」

を
掲
載

3
．奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

　

高
千
穂
奨
学
生
、
学
業
成
績
上
位
者
（
小
池
厚
之
助
賞
72

名
）に
総
額
180
万
円
を
給
付
し
た
。

4
．教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力

　

学
生
が
共
用
す
る
情
報
機
器
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）の
整

備
費
用
の
一
部
と
し
て
100
万
円
、
防
災
備
蓄
品
整
備
費
用
の

一
部
と
し
て
50
万
円
を
助
成
し
た
。

5
．学
生
の
学
術
・
文
化
･
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力

⑴ 

5
月
に
行
わ
れ
た
体
育
祭
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

等
１
０
０
０
本
（
14
万
円
）を
提
供
し
た
。

⑵ 

10
月
に
開
催
さ
れ
た
大
学
祭
に
よ
り
多
く
の
学
生
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
模
擬
店
で
使
用
で
き
る
金
券

一
人
当
た
り
500
円
を
配
布
し
た
。
一
人
1
日
1
回
。
土
日

1
回
ず
つ
合
計
2
回
配
布
し
た
。
利
用
者
は
546
名
（
前
年

度
576
名
）、25
万
900
円
で
あ
っ
た
。

6
．会
議
の
開
催

　

円
滑
な
活
動
を
行
う
た
め
に
、「
役
員
総
会
」・「
役
員
会
」・

「
常
任
委
員
会
」・「
支
部
役
員
会
」・「
合
同
研
修
会
」等
を
開
催
。

⑴
役
員
総
会

◆
開
催
日
時　

平
成
29
年
4
月
4
日
（
火
）

◆
場
所　
　
　

高
千
穂
大
学

◆
出
席
者　
　

礒
部
会
長
他
16
支
部
長

　

議
長
に
礒
部
会
長
を
選
出
し
、
以
下
の
議
題
を
審
議
し

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

ク
ォ
ー
タ
リ
ー「
62
号
」に
取
り
上
げ
会
員
全
員
に
5

月
に
発
送
し
報
告
し
た
。

議
題　
【
審
議
事
項
】

1
．平
成
28
年
度
事
業
報
告
と
決
算
の
承
認

2
．平
成
28
年
度
監
査
報
告

3
．平
成
29
年
度
事
業
計
画
の
承
認

4
．平
成
29
年
度
予
算
の
承
認

5
．平
成
29
年
度
役
員
の
承
認

⑵
役
員
会

第
1
回
役
員
会　
（
合
同
研
修
会
と
同
時
開
催
）

◆
開
催
日
時　

平
成
29
年
10
月
21
日
（
土
）

◆
場
所　
　
　

高
千
穂
大
学

◆
出
席
者　
　

新
・
旧
役
員　

41
名　

議
題　
【
審
議
事
項
】

⑴
平
成
29
年
度
事
業
報
告
及
び
予
算
収
支
の
中
間
報
告

⑵
次
期
役
員
体
制
に
つ
い
て

⑶
そ
の
他

平
成
30
年
度

「
役
員
総
会
」
報
告

１
．平
成
29
年
度
事
業
報
告
と
決
算
（
案
）の
承
認

2
．平
成
29
年
度
監
査
報
告

3
．平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）の
承
認

4
．平
成
30
年
度
予
算
（
案
）の
承
認

5
．平
成
30
年
度
役
員
（
案
）の
承
認

6
．そ
の
他

議題

平
成
30
年
4
月
4
日
（
火
）13
時
〜

父
母
の
会
会
長
、各
支
部
長
15
名

議
長　

中
村
泰
朗
父
母
の
会
会
長

上
程
さ
れ
た
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

平成30年度高千穂大学父母の会は660名の新会員をお迎えしてスタート致しました。

父母の会会長・理事長・学長・同窓会会長より

父母の会会員の皆様へメッセージをいただきました。

　

平
成
30
年
度
の
高
千
穂
大
学
父
母
の
会

会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
中
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

父
母
の
会
は
、
学
生
達
を
支
援
す
る
た

め
に
私
達
保
護
者
が
大
学
に
協
力
す
る
組

織
で
す
。
ま
た
学
生
の
支
援
活
動
の
一
環

と
し
て
、
保
護
者
に
対
し
て
も
教
職
員
の

方
々
が
親
身
に
接
し
て
下
さ
り
、
学
生
を

中
心
と
し
た
連
携
体
制
が
で
き
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
父
母
の
会
の
活
動
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
保
護
者
同
士
が
、
お
互

い
に
最
も
関
心
の
高
い
単
位
の
取
得
や
就

職
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
う
場

で
も
あ
り
ま
す
。
情
報
過
多
の
現
在
、
教

職
員
の
方
々
や
先
輩
保
護
者
か
ら
の
生
の

情
報
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
は
父
母
の
会
の
会
員
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
父
母
の
会
を
ご
活
用

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

父
母
の
会
を
ご
活
用
下
さ
い

御
挨
拶

主
役
た
る
学
生
の
支
援

父
母
の
会
と
交
流

　

平
成
30
年
度
大
学
・
大
学
院
に
御
入
学

さ
れ
た
学
部
生
・
大
学
院
生
の
御
父
母
の

皆
様
、
御
子
息
・
御
息
女
の
御
入
学
心
よ

り
御
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

明
治
36
（
1
9
0
3
）
年
、
川
田
鐡
彌
先

生
に
よ
り
開
学
さ
れ
ま
し
た
本
学
園
は
、

我
が
国
私
学
の
伝
統
校
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
は
既
に
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
も
の
と

御
拝
察
致
し
ま
す
。

　

御
子
女
の
皆
様
が
、
こ
の
伝
統
校
に
て

充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ラ
イ
フ
を
お
過

ご
し
に
な
ら
れ
、
立
派
に
御
成
長
な
さ
れ

ま
す
よ
う
御
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。
既

に
御
在
籍
さ
れ
て
お
り
ま
す
学
生
の
御
父

母
の
皆
様
と
共
に
、
新
入
学
生
の
御
父
母

の
皆
様
と
連
携
し
つ
つ
、
学
園
関
係
者
一

同
、
学
生
達
の
成
長
に
向
け
、
共
に
ご
協

力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理事長

藤井  耐

　

新
入
生
の
ご
父
母
の
皆
様
、
お
子
様
の

ご
入
学
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

父
母
の
会
の
主
た
る
目
的
は
、
父
母
の

皆
様
と
大
学
と
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
生
の
大
学
生
活
を
支
援
し
、
順
調

な
成
長
を
促
し
、
一
人
前
の
社
会
人
と
し

て
送
り
出
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
、

主
役
は
学
生
で
す
か
ら
、
私
た
ち
の
役
割

は
あ
く
ま
で
も
支
援
で
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
同
じ
よ
う
な

心
配
事
を
抱
え
る
皆
様
同
士
が
交
流
し
、

情
報
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
皆
様
自
身

の
「
安
心
感
」
が
得
ら
れ
る
と
い
う
効
用

も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

皆
様
が
「
父
母
の
会
」
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
大
い
に
活
用
し
、
ご
家
族
に

と
っ
て
充
実
し
た
4
年
間
と
な
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
。

学長

笹金 光徳

　

同
窓
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
、
母

校
高
千
穂
大
学
の
隆
盛
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
同
窓
会
は

創
立
50
周
年
を
迎
え
、
本
年
は
新
し
い
半

世
紀
に
向
け
て
の
出
発
に
当
た
り
ま
す
。

　

同
窓
会
会
員
は
、
現
在
約
3
万
5
千
人

登
録
さ
れ
て
お
り
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

に
30
支
部
高
千
穂
会
が
あ
り
総
会
・
懇
親

会
を
開
催
し
会
員
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

父
母
の
会
と
の
交
流
は
、
栃
木
県
・
群

馬
県
・
埼
玉
県
・
神
奈
川
県
の
支
部
が
行
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、在
学
生
に
は
、「
体
育
祭
」
や
「
高

千
穂
祭
」
等
の
行
事
へ
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
・
父
母
の
会
が
学

園
と
共
に
連
携
を
深
め
、
学
生
が
社
会
人

に
向
け
て
大
き
く
成
長
す
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

高千穂学園同窓会 会長

井上　修

父母の会 会長

中村 泰朗

高千穂大学

父 母 の 会
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平
成
29
年
度  

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

決
算
報
告

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

⑶
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
1
）4
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。

参
加
者
は
62
名
で
あ
っ
た
。

◆
開
催
日
時　

平
成
29
年
6
月
17
日
（
土
）13
時
30
分
〜
16
時

◆
会
場　
　
　

高
千
穂
大
学

◆
大
学
側　
　

5
名

◆
内
容

1
．高
千
穂
大
学
の
4
年
生
の
状
況
に
つ
い
て　

西
山
就
職
委
員
長

2
．就
職
支
援
の
実
態　

西
山
就
職
委
員
長

3
．個
別
相
談
会

（
2
）2
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。

参
加
者
は
78
名
で
あ
っ
た
。　

◆
開
催
日
時　

平
成
30
年
2
月
17
日
（
土
）13
時
〜
16
時
30
分

◆
会
場　
　
　

高
千
穂
大
学

◆
大
学
側　
　

7
名

◆
内
容

1
． 講
演
会
「
現
在
の
就
職
環
境
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〜
就
職

活
動
に
お
け
る
保
護
者
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
〜
」

講
師
：
㈱
マ
イ
ナ
ビ　

就
職
情
報
事
業
本
部　

三
村
扶
美
子
氏

2
． 就
職
委
員
会
よ
り　
「
高
千
穂
大
学
の
就
職
支
援
体
制
に

つ
い
て
」　

西
山
就
職
委
員
長

3
． 個
別
相
談
会

⑷
新
入
生
保
護
者
説
明
会

4
月
4
日
（
火
）入
学
式
後
「
新
入
生
保
護
者
説
明
会
」を

開
催
。
教
務
委
員
会
よ
り
4
年
間
の
学
び
に
つ
い
て
、
各

支
部
よ
り
父
母
の
会
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。

⑸
卒
会
式

3
月
20
日
（
火
）「
4
年
生
父
母
の
会
会
員
の
卒
会
式
」を

開
催
。
参
加
者
は
約
120
名
、
理
事
長
・
学
長
が
出
席
。
今
年

度
は
卒
業
生
会
員
の
支
部
長
10
名
に
記
念
品
と
感
謝
状
を

贈
呈
し
た
。

⑹
卒
業
記
念
品
配
布

3
月
20
日
（
火
）卒
業
生
（
342
名
）に
記
念
品
「
ふ
く
さ
」を

配
布
し
た
。

⑺
役
員
の
大
学
・
学
園
の
公
的
行
事
へ
の
参
加
状
況

4
月
4
日
（
火
）入
学
式
に
父
母
の
会
会
長
出
席

5
月
27
日
（
土
）体
育
祭
へ
父
母
の
会
神
奈
川
県
支
部
支

部
長
他
4
名
出
席

3
月
20
日
（
火
）卒
業
式
に
父
母
の
会
会
長
出
席

⑴
5
月
28
日
体
育
祭　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
配
布

⑵
郷
土
企
画
実
施
状
況

⑶
そ
の
他

第
2
回
常
任
委
員
会　

◆
開
催
日
時　

平
成
29
年
10
月
21
日
（
土
）　

◆
出
席
者　
　

礒
部
会
長
・
富
田
副
会
長
・
尾
崎
副
会
長
・

　
　
　
　
　
　

中
村
副
会
長
・
河
合
副
会
長
・
深
澤
副
会
長
・

　
　
　
　
　
　

伊
澤
東
京
都
副
支
部
長
・

　
　
　
　
　
　

嘉
藤
神
奈
川
副
支
部
長
・
松
﨑
事
務
局
長

◆
場
所　
　
　

高
千
穂
大
学　

4
号
館
2
階　

B
会
議
室

議
題　
【
審
議
事
項
】

⑴
平
成
29
年
度
「
合
同
研
修
会
」に
つ
い
て

⑵
平
成
29
年
度
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
振
り
返
り
、次
年
度
に
向
け
て

⑶
平
成
29
年
度
父
母
懇
談
会
振
り
返
り
、次
年
度
に
向
け
て

⑷
平
成
30
年
度
役
員
体
制
・
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て

⑸
卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

⑹
顧
問
制
度
と
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
つ
い
て

⑺
そ
の
他

⑷
支
部
役
員
会

◆
開
催
日
・
開
催
都
市 

参
加
人
数

◇
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部

7
月
8
日
（
札
幌
市
） 

8
名

11
月
25
日
（
仙
台
市
） 

6
名

◇
新
潟
県
支
部

8
月
4
日
（
長
岡
市
） 

7
名

12
月
16
日
（
新
潟
市
） 

10
名

◇
茨
城
県
支
部

7
月
29
日
（
船
橋
市
） 

2
名

◇
栃
木
県
支
部

5
月
28
日
（
宇
都
宮
市
） 
8
名

7
月
15
日
（
宇
都
宮
市
） 
17
名

8
月
27
日
（
宇
都
宮
市
） 

9
名

2
月
3
日
（
宇
都
宮
市
） 

12
名

◇
群
馬
県
支
部

7
月
16
日
（
前
橋
市
） 

8
名

9
月
13
日
（
高
崎
市
） 

4
名

12
月
10
日
（
前
橋
市
） 

6
名

◇
埼
玉
県
支
部

5
月
14
日
（
さ
い
た
ま
市
） 

18
名

8
月
26
日
（
さ
い
た
ま
市
） 

17
名

11
月
25
日
（
さ
い
た
ま
市
） 

15
名

3
月
17
日
（
さ
い
た
ま
市
） 

8
名

◇
千
葉
県
支
部

7
月
29
日
（
船
橋
市
） 

8
名

　

提
供
品
：
ひ
よ
こ
650
個　

支
部
応
援
者
：
6
名

⑵
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
。
参
加
者
は
200
名
（
昨
年
161
名
）で
あ
っ
た
。

◆
開
催
日
時　

平
成
29
年
6
月
17
日
（
土
）　

10
時
〜
15
時

◆
会
場　
　

高
千
穂
大
学

◆
大
学
側　

藤
井
理
事
長
、他
4
名

◆
内
容

1
．理
事
長
よ
り
大
学
の
近
況
報
告

2
．学
生
食
堂
体
験
（
昼
食
）

3
．教
務
委
員
会
よ
り
4
年
間
の
学
び

4
．個
別
相
談
会

＊
（　

）内
の
数
字
は
前
年
度

①
東
京
都
支
部　
　

参
加
者
97
名
（
80
名
）

　

1
年
生
82
名
（
69
名
）、役
員
15
名
（
11
名
）

②
神
奈
川
県
支
部　
　

参
加
者
31
名
（
28
名
）

　

1
年
生
26
名
（
25
名
）、役
員
5
名
（
3
名
）

③
千
葉
県
支
部　
　

参
加
者
10
名
（
6
名
）

　

1
年
生
4
名
（
5
名
）、役
員
6
名
（
1
名
）

④
埼
玉
県
支
部　
　

参
加
者
18
名
（
16
名
）

　

1
年
生
13
名
（
4
名
）、役
員
5
名
（
12
名
）

⑤
山
梨
県
支
部　
　

参
加
者
3
名
（
2
名
）

　

1
年
生
2
名
（
1
名
）、役
員
1
名
（
1
名
）

⑥
静
岡
県
支
部　
　

参
加
者
5
名
（
7
名
）

　

1
年
生 

4
名
（
6
名
）、役
員
1
名
（
1
名
）

⑦
群
馬
県
支
部　
　

参
加
者
2
名
（
4
名
）

　

1
年
生
4
名
（
1
名
）、役
員
1
名
（
3
名
）

⑧
新
潟
県
支
部　
　

参
加
者
2
名
（
2
名
）

　

1
年
生
1
名
（
1
名
）、役
員
1
名
（
1
名
）

⑨
茨
城
県
支
部　
　

参
加
者
2
名
（
2
名
）

　

1
年
生
1
名
（
1
名
）、役
員
1
名
（
1
名
）

⑩
栃
木
県
支
部　
　

参
加
者
10
名
（
1
名
）

　

1
年
生
8
名
（
0
名
）、役
員
2
名
（
1
名
） 

⑪
福
島
県
支
部　
　

参
加
者
4
名
（
4
名
）

　

1
年
生
2
名
（
3
名
）、役
員
2
名
（
1
名
） 

⑫
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク　
　

参
加
者
2
名
（
3
名
）

　

1
年
生
1
名
（
2
名
）、役
員
1
名
（
1
名
）

⑬
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク　
　

参
加
者
6
名
（
3
名
）

　

1
年
生
5
名
（
1
名
）、役
員
1
名
（
2
名
）

⑭
中
部
ブ
ロ
ッ
ク　
　

参
加
者
6
名
（
3
名
）

　

1
年
生
5
名
（
1
名
）、役
員
1
名
（
2
名
）

⑮
近
畿
･
中
国
･
四
国
ブ
ロ
ッ
ク　
　

参
加
者
3
名
（
0
名
）

　

1
年
生
1
名
（
0
名
）、役
員
2
名
（
0
名
）

⑯
九
州
ブ
ロ
ッ
ク　
　

参
加
者
2
名
（
2
名
）

　

1
年
生
1
名
（
1
名
）、役
員
1
名
（
1
名
）

第
2
回
役
員
会　

◆
開
催
日
時　

平
成
30
年
2
月
17
日
（
土
）

◆
場
所　
　
　

高
千
穂
大
学

◆
出
席
者　
　

役
員　

20
名

議
題　
【
審
議
事
項
】

⑴
平
成
30
年
度
「
役
員
総
会
」議
題
に
つ
い
て

　

議
題
1
．平
成
29
年
度
事
業
報
告
と
決
算
（
案
）の
承
認

　

議
題
2
．平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）と
予
算
（
案
）の
承
認

　

議
題
3
．平
成
30
年
度
新
役
員
案
の
承
認

⑵
平
成
30
年
度 

父
母
の
会
行
事
予
定
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
年
間
行
事
予
定
表

・
平
成
30
年
度
支
部
活
動
計
画
一
覧

・「
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て

・「
父
母
懇
談
会
」の
日
程
と
内
容
に
つ
い
て

・「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」に
つ
い
て

・
郷
土
企
画
実
施
予
定

・
合
同
研
修
会
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⑴
卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

【
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
】

1
．3
月
20
日
「
卒
業
式
」「
父
母
の
会
4
年
生
卒
会
式
」

「
新
入
生
父
母
交
流
会
リ
ハ
ー
サ
ル
」

①
「
卒
業
式
」・「
同
窓
会
入
会
歓
迎
会
」へ
の
出
席
に
つ
い
て

②
「
父
母
の
会
4
年
生
会
員
の
卒
会
式
」の
実
施
と
役
割
分
担

③ 

旧
役
員
の
表
彰
に
つ
い
て

2
．4
月
4
日
「
新
入
生
父
母
説
明
会
」（
体
育
館
）・

「
役
員
総
会
」

内
容
、タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、役
割
分
担
、支
部
紹
介
資
料

3
．そ
の
他

・
ク
オ
ー
タ
リ
ー
掲
載
用
、支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

⑶
常
任
委
員
会

第
1
回
常
任
委
員
会　

◆
開
催
日
時　

平
成
29
年
6
月
17
日
（
土
）

◆
出
席
者　
　

礒
部
会
長
・
富
田
副
会
長
・
尾
崎
副
会
長
・

　
　
　
　
　
　

中
村
副
会
長
・
河
合
副
会
長
・
深
澤
副
会
長
・

　
　
　
　
　
　

伊
澤
東
京
都
副
支
部
長
・
松
﨑
事
務
局
長

◆
場
所　
　
　

高
千
穂
大
学　

4
号
館
2
階　

会
議
室

議
題

1
）役
員
総
会
の
議
事
録
の
確
認　

2
）【
審
議
事
項
】

⑴
小
池
厚
之
助
賞
表
彰
式
出
席
者
に
つ
い
て

⑵
平
成
29
年
度
「
父
母
懇
談
会
」開
催
に
向
け
て

⑶
平
成
29
年
度
「
合
同
研
修
会
」に
つ
い
て

⑷
学
友
会
諸
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

3
）報
告
事
項

2
月
3
日
（
船
橋
市
） 

6
名

◇
東
京
都
支
部

5
月
13
日
（
高
千
穂
大
学
） 

15
名

7
月
15
日
（
新
宿
区
） 

11
名

8
月
26
日
（
高
千
穂
大
学
） 

14
名

11
月
25
日
（
高
千
穂
大
学
） 

18
名

12
月
16
日
（
高
千
穂
大
学
） 

18
名

2
月
17
日
（
高
千
穂
大
学
） 

20
名

◇
神
奈
川
県
支
部

5
月
13
日
（
横
浜
市
） 

21
名

7
月
8
日
（
小
田
原
市
） 

14
名

12
月
2
日
（
横
浜
市
） 

24
名

3
月
10
日
（
横
浜
市
） 

28
名

◇
静
岡
県
支
部

11
月
18
日
（
静
岡
市
） 

4
名

⑸
合
同
研
修
会

◆
開
催
日
時　

平
成
29
年
10
月
21
日
（
土
）

◆
出
席
者　
　

父
母
の
会

礒
部
会
長
、木
谷
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、藤
原

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
副
支
部
長
、
竹
内
新
潟
県
支
部

長
、
大
久
保
新
潟
県
新
支
部
長
、
田
邉
新
潟
県
副
支
部
長
、

佐
土
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
髙
田
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
副
支

部
長
、
織
田
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
副
支
部
長
、
大
河
原
福
島
県

支
部
長
、
千
葉
福
島
県
新
支
部
長
、
佐
久
間
福
島
県
副
支

部
長
、
渡
邊
茨
城
県
支
部
長
、
富
田
栃
木
県
支
部
長
、
鈴

木
栃
木
県
新
支
部
長
、
神
戸
群
馬
県
支
部
長
、
飯
塚
群
馬

県
副
支
部
長
、
飯
塚
群
馬
県
支
部
役
員
、
藤
井
埼
玉
県
新

支
部
長
、
中
村
千
葉
県
支
部
長
、
中
山
千
葉
県
副
支
部
長
、

尾
崎
東
京
都
支
部
長
、
伊
澤
東
京
都
新
支
部
長
、
檜
垣
東

京
都
副
支
部
長
、
安
田
東
京
都
副
支
部
長
、
加
藤
東
京
都

副
支
部
長
、
河
合
神
奈
川
県
支
部
長
、
嘉
藤
神
奈
川
県
新

支
部
長
、
林
神
奈
川
県
副
支
部
長
、
髙
橋
神
奈
川
県
副
支

部
長
、
佐
藤
神
奈
川
県
副
支
部
長
、
渡
邊
山
梨
県
支
部
長
、

中
村
山
梨
県
新
支
部
長
、
渡
辺
山
梨
県
副
支
部
長
、
深
澤

静
岡
県
支
部
長
、
青
木
静
岡
県
新
支
部
長
、
前
田
静
岡
県

副
支
部
長
、
古
谷
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
古
谷
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
副
支
部
長
、中
島
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、他
1
名

◆
会
場　

高
千
穂
大
学

◆
内
容　

①
各
支
部
自
己
紹
介
、活
動
紹
介

②
平
成
29
年
度
父
母
懇
談
会
報
告

③
父
母
の
会
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明
・
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、　

　

仕
事
量
、手
順
の
確
認

④
そ
の
他

7
．そ
の
他
事
業

⑴
郷
土
企
画

　

学
生
の
健
康
管
理
の
一
助
に
、
昼
食
時
に
食
堂
で
各
支
部

の
特
産
品
を
提
供
す
る
企
画
を
、
平
成
17
年
度
か
ら
行
っ
て

お
り
、学
生
の
評
価
は
大
変
好
評
で
あ
る
。
今
年
度
も
、15
支

部
か
ら
郷
土
特
産
品
等
の
提
供
が
あ
り
、
4
月
か
ら
1
月
ま

で
に
実
施
し
た
。
実
施
支
部
の
役
員
が
大
学
に
出
向
き
直
接

学
生
た
ち
に
手
渡
し
い
た
だ
き
学
生
と
の
交
流
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
。

①
神
奈
川
県
支
部　

開
催
日
時
：
4
月
20
日
（
木
）

　

提
供
品
：
鳩
サ
ブ
レ
600
枚　

支
部
応
援
者
：
4
名  

②
茨
城
県
支
部　

開
催
日
時
：
5
月
18
日
（
木
）

　

提
供
品
：
サ
ラ
ダ
600
食
分
と
納
豆
ス
ナ
ッ
ク
576
本

　

支
部
応
援
者
：
2
名

③
千
葉
県
支
部　

開
催
日
時
：
5
月
24
日
（
水
）

　

提
供
品
：
ぴ
ー
な
っ
つ
饅
頭
550
個　

支
部
支
援
者
：
1
名

④
北
海
道
･
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部

　

開
催
日
時
：
6
月
9
日
（
金
）

　

提
供
品
：
佐
藤
錦
さ
く
ら
ん
ぼ
ジ
ュ
ー
ス
672
本

　

支
部
応
援
者
：
2
名

⑤
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部　

開
催
日
時
：
6
月
16
日
（
金
）

　

提
供
品
：
う
ま
か
っ
ち
ゃ
ん　

支
部
応
援
者
：
2
名

⑥
栃
木
県
支
部  

開
催
日
時 

6
月
29
日
（
木
）

　

提
供
品
：
飛
山
の
里
福
祉
会
の
焼
菓
子
500
個

　

支
部
応
援
者
：
5
名

⑦
埼
玉
県
支
部　

開
催
日
時
：
7
月
6
日
（
木
）

　

提
供
品
：
ね
ぎ
み
そ
煎
餅
1100
枚　

支
部
応
援
者
：
3
名

⑧
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
支
部　

開
催
日
時
：
7
月
14
日
（
金
）

　

提
供
品
：
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス 

⑨
山
梨
県
支
部　

開
催
日
時
：
10
月
4
日
（
水
）

　

提
供
品
：
ぶ
ど
う
50 

kg　

支
部
応
援
者
：
2
名  

⑩
群
馬
県
支
部　

開
催
日
時
：
11
月
9
日
（
木
）

　

提
供
品
：
キ
ャ
ベ
ツ
サ
ラ
ダ
500
食
分

　

支
部
応
援
者
：
4
名

⑪
新
潟
県
支
部　

開
催
日
時
：
11
月
17
日
（
金
）

　

提
供
品
：
新
潟
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
60
キ
ロ
と
佃
煮  

⑫
福
島
県
支
部　

開
催
日
時
：
11
月
24
日
（
金
）

　

提
供
品
：
酪
王
ハ
イ
カ
フ
ェ
オ
レ
･
い
ち
ご
オ
レ
600
本

⑬
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部　

開
催
日
時
：
12
月
1
日
（
金
）

　

提
供
品 

世
界
の
山
ち
ゃ
ん
し
っ
と
り
せ
ん
べ
い
500
袋

　

支
部
応
援
者
：
2
名

⑭
静
岡
県
支
部　

開
催
日
時
：
12
月
8
日
（
金
）

　

提
供
品
：
こ
っ
こ
540
個　

支
部
応
援
者
：
4
名

⑮
東
京
都
支
部　

開
催
日
時
：
1
月
11
日
（
木
）

●収入の部

●支出の部

(単位：円）

(単位：円）

科　目 29年度予算 29年度決算 差　異 摘　要

会費収入 19,000,000 18,530,000 470,000 会費10,000円　在学生を1,853人（留学生除く）

雑収入 受取利息他 10,000 4,177 5,823 受取利息等

前年度繰越金 17,116,483 17,116,483 0

収入の部合計 36,126,483 35,650,660 475,823

科　目 29年度予算 29年度決算 差　異 摘　要

父母懇談会費 3,500,000 3,658,105 △ 158,105 春分541,426円、秋分3,116,679円

就職ガイダンス 1,000,000 993,494 6,506 保護者向け

会報費 1,600,000 1,655,601 △ 55,601 「黎明」、「クオータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 3,800,000 3,712,843 87,157

奨学助成費 1,800,000 1,800,000 0 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 1,000,000 1,000,000 0 教育機器に対して助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成

学術・文化・
体育助成費 500,000 412,843 87,157 高千穂祭金券補助271,148円、体育祭飲料補助141,695円

役員会費 900,000 1,014,616 △ 114,616 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 4,000,000 4,043,403 △ 43,403
支部活動助成費1,642,056円、
新入生オリエンテーション365,055円、郷土企画1,015,902円、
卒会式582,430円、卒業記念品437,960円

管理費 2,500,000 2,445,907 54,093 派遣・アルバイト代1,778,444円、事務用品206,610円、
通信費等130,686円、義援金37,260円、その他

事業積立金 0 0 0

支出の部合計 17,300,000 17,523,969 △ 223,969

次年度繰越金 18,826,483 18,126,691 699,792

合　　　計 35,126,483 34,657,166 469,317

平成30年度　父母の会  黎明 47号
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平成30年度　父母の会  黎明 47号

支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

平
成
30
年
度  

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

新
役
員
紹
介

平
成
30
年
度

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

事
業
計
画

平
成
30
年
度

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

予
算
書

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

会長 中村　泰朗 （千葉県　4年）

副会長 鈴木　雄司 （栃木県　2年）

伊澤　和仁 （東京都　4年）

嘉藤　京美 （神奈川県　4年）

青木　美智子（静岡県　2年）

中島　正一 （九州ブロック　3年）

嘉瀬　英昭 （大学指名）

幹事 木谷　宣子 （北海道･東北ブロック　4年）

佐土　真由美（北陸ブロック　4年）

千葉　美保 （福島県　3年）

神戸　晴代 （群馬県　4年）

藤井　達也 （埼玉県　3年）

中村　安希子（山梨県　4年）

古谷　昭夫 （中部ブロック　4年）

監査 大久保　和政（新潟県　4年）

西山　徹二 （大学指名）

会計 横河　秀記 （近畿･中国･四国ブロック　2年）

事務局長・会計 松﨑　健 （大学指名）

●収入の部

●
奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

　

学
生
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
の
奨
学
金
の
充
実
に

対
す
る
協
力
（
小
池
厚
之
助
賞
へ
の
協
力
）

●
教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力

　

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
こ
と
に
対
し
助
成
を
行
う
（
情
報
機
器
、
防
災

用
品
）

●
学
生
の
学
術
・
文
化
・
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力

　

学
友
会
傘
下
の
体
育
会
・
学
術
文
化
連
合
会
等
や
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
連
合
会
、
高
千
穂
祭
実
行
委
員
会
（
主
催
す
る
行

事
等
）お
よ
び
体
育
祭
実
行
委
員
会
に
対
し
援
助
を
行
う

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
・
応
援

　

大
学
指
定
強
化
ク
ラ
ブ
（
野
球
部
・
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）へ
の
支
援

・
体
育
祭
へ
の
支
援
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
提
供
）

・
大
学
祭
へ
の
支
援
（
模
擬
店
利
用
の
金
券
配
布
）

●
会
議
の
開
催

父
母
の
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
次
の
会
議
を

開
催

１
．役
員
総
会　

2
．役
員
会　

3
．本
部
役
員
・
支
部
役

員
合
同
研
修
会　

4
．支
部
会
、支
部
役
員
会

●
そ
の
他
の
事
業

1
．高
千
穂
学
園
同
窓
会
と
の
協
力
関
係
の
推
進

2
．父
母
の
会
活
動
全
体
の
活
性
化
を
図
る
（
合
同
研
修

会
等
の
実
施
）

●
新
入
生
保
護
者
説
明
会
の
開
催

　

4
月
4
日
入
学
式
当
日
に
、
新
入
生
出
席
保
護
者
を
対

象
に
実
施

●
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催　

新
入
生
保
護
者
を
対
象
に
6
月
に
実
施

●
父
母
懇
談
会
の
開
催

　

9
月
の
、土
、日
を
利
用
し
、全
国
16
支
部
が
単
独
ま
た

は
合
同
で
開
催
す
る
。　

●
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　

6
月
に
4
年
生
保
護
者
向
け
、
2
月
に
2
年
生
保
護

者
向
け
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
大
学
就
職
支
援
課
と
の

合
同
で
開
催
、
2
年
生
保
護
者
向
け
就
職
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
成

●
卒
会
式
の
実
施
及
び
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　

3
月
20
日
卒
業
式
当
日
に
、
卒
業
式
出
席
保
護
者
を
対

象
に
実
施
、卒
業
生
へ
記
念
品
贈
呈

●
郷
土
企
画
の
実
施

　

各
支
部
の
名
産
品
を
食
堂
で
学
生
に
提
供

●
家
庭
と
の
連
絡
の
強
化

1
． 大
学
広
報
誌
「
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
」を
会
員
向

け
に
年
4
回
発
送
、
う
ち
2
回
、
父
母
の
会
の
特
集

『
黎
明
』が
掲
載

2
． 上
記
の
送
付
を
行
う
際
に
大
学
行
事
の
案
内
を
同
封

父
母
の
会
の
目
的
は
、大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、相
互
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て

教
育
活
動
を
活
発
に
し
、学
生
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
大
学
を
後
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
年
度
は
、次
の
事
業
を
行
う
。

(単位：円）

科　目 29年度決算 30年度予算 差　異 摘　要

会費収入 18,530,000 19,000,000 △ 470,000 会費10,000円　在学生を1,900人（留学生除く）

雑収入 受取利息 4,177 1,000 3,177 受取利息等

前年度繰越金 17,116,483 19,192,560 △ 2,076,077

収入の部合計 35,650,660 38,193,560 △ 2,542,900

●支出の部 (単位：円）

科　目 29年度決算 30年度予算 差　異 摘　要

父母懇談会費 3,658,105 3,300,000 358,105 9月開催分

就職ガイダンス 993,494 1,000,000 △ 6,506 2年生保護者向け

会報費 1,655,601 1,800,000 △ 144,399 「黎明」、「クオータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 3,712,843 3,800,000 △ 87,157

奨学助成費 1,800,000 1,800,000 0 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 1,000,000 1,000,000 0 教育機器に対して助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成

学術・文化・
体育助成費 412,843 500,000 △ 87,157 体育祭飲料補助費等

役員会費 1,014,616 1,000,000 14,616 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 4,043,403 4,100,000 △ 56,597
支部活動助成費1,400,000円、
新入生オリエンテーション500,000円、郷土企画1,200,000円、
卒会式500,000円、卒業記念品500,000円

管理費 2,445,907 2,600,000 △ 154,093 派遣・アルバイト代2,000,000円、事務用品200,000円、
通信費等200,000円、義援金100,000円、その他

事業積立金 0 0 0

支出の部合計 17,523,969 17,600,000 △ 76,031

次年度繰越金 18,126,691 20,593,560 △ 2,466,869

合　　　計 34,657,166 37,193,560 △ 2,536,394

　

19
才
の
少
年
が
、
3
年
後
、
理
事
長

を
熱
く
語
る
青
年
に
成
長
し
ま
し
た
。

高
千
穂
大
学
は
、
先
生
と
直
接
お
話
し

が
出
来
る
の
で
、「
先
生
と
近
い
」
を
実

感
し
て
く
だ
さ
い
！

　

父
母
会
は
、
親
の
不
安
を
解
消
し
て

く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
親
も
全
国
に
友

人
が
で
き
ま
す
。
皆
様
の
出
来
る
事
と

知
恵
を
持
ち
よ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
素
晴
ら
し
い

大
学
に
感
謝

北海道・東北ブロック支部
支部長

木谷 宣子

　

新
潟
か
ら
も
多
く
の
学
生
が
高
千
穂

大
学
へ
入
学
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
環

境
、
子
供
の
状
況
も
父
母
の
会
を
通
し

先
生
と
も
近
く
確
認
が
で
き
ま
す
。
不

安
も
新
潟
で
開
催
さ
れ
る
支
部
行
事
で

簡
単
に
解
消
出
来
ま
す
。
是
非
、
皆
さ

ん
で
子
供
の
成
長
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

父
母
の
会
参
加
で

不
安
解
消
！

新潟県支部
支部長

大久保 和政

　

父
母
の
会
に
参
加
し
て
子
供
達
の
学

び
舎
を
見
て
、 

成
長
を
見
守
り
、
学
生
生

活
を
有
意
義
な
も
の
に
す
る
き
っ
か
け

に 

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

是
非
、
お
気

軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

子
供
の
成
長
と
共
に

H
A
P
P
Y
な
時
を

福島県支部
支部長

千葉 美保

　

父
母
の
会
は
、
色
々
な
情
報
交
換

や
相
談
が
で
き
て
、
自
分
の
想
い
や

考
え
を
再
確
認
で
き
ま
す
。
大
学
と

共
に
楽
し
み
な
が
ら
子
供
た
ち
を
応

援
し
ま
し
ょ
う
。
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

父
母
の
会
の
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す

群馬県支部
支部長

神戸 晴代

黎 明
05

黎 明
06

平
成
30
年
度
の
支
部
長
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
か
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

の
支
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
親
同
士
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
、
楽
し
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
皆
で
分
か
ち
合
い
、
ま
た

困
っ
た
時
は
、
い
つ
で
も
手
を
差
し
伸
べ

ら
れ
る
よ
う
、
親
同
士
一
丸
と
な
っ
て
子

供
達
を
、
卒
業
し
社
会
に
旅
立
つ
日
ま

で
見
守
り
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
成
長
を

一
緒
に
見
守
り
ま
し
ょ
う

北陸ブロック支部
支部長

佐土 真由美

　

今
年
度
、
栃
木
県
支
部
長
の
任
を
受

け
ま
し
た
鈴
木
雄
司
と
申
し
ま
す
。

　

諸
先
輩
方
々
の
築
き
上
げ
た
歴
史
と

伝
統
あ
る
高
千
穂
に
入
学
し
、
何
も
わ

か
ら
な
い
私
で
す
が
未
来
の
子
供
達
の

た
め
に
、
学
校
・
父
母
会
・
地
域
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
目
標
達
成
の
た
め
に

応
援
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

未
来
の

子
供
達
の
た
め
に

栃木県支部
支部長

鈴木 雄司
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黎 明
07

黎 明
08

支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
ど
き
の
学
生
の
世
代
は
思
っ
た
以

上
に
真
面
目
で
す
。
で
も
悩
ん
だ
り
、

つ
い
楽
な
方
に
流
さ
れ
た
り
、
諦
め
て

し
ま
っ
た
り
と
親
の
応
援
が
必
要
で
す
。

父
母
の
会
行
事
に
参
加
し
て
色
々
な
情

報
を
共
有
し
、
ご
一
緒
に
明
る
く
子
供

達
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

子
と
向
き
合
う

埼玉県支部
支部長

藤井 達也

　

父
母
の
会
は
、
保
護
者
の
方
々
と
情

報
を
交
換
し
た
り
、
先
生
方
に
相
談
を

し
た
り
、
子
供
の
サ
ポ
ー
ト
を
楽
し
み

な
が
ら
出
来
る
と
こ
ろ
で
す
。
み
な
さ

ま
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

私
も
今
年
一
年
楽
し
み
な
が
ら
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

活
気
あ
る
活
動
を

目
指
し
て

山梨県支部
支部長

中村 安希子

　

千
葉
県
支
部
の
中
村
で
す
。
私
た
ち

の
学
生
時
代
と
は
異
な
り
、
現
代
は
大

学
に
入
学
し
て
も
就
職
ま
で
気
が
抜
け

ま
せ
ん
。
千
葉
県
支
部
で
は
様
々
な
活

動
を
通
じ
て
、
大
学
の
教
職
員
の
方
々
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
単
位

の
履
修
か
ら
ゼ
ミ
や
就
活
の
こ
と
ま
で
、

保
護
者
間
で
の
情
報
共
有
を
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

情
報
共
有
の
場
で
す

千葉県支部
支部長

中村 泰朗

　

息
子
の
入
学
と
同
時
に
父
母
の
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
他
地
域
の
方
々

と
の
交
流
も
あ
り
楽
し
く
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
可
能
性
を
秘
め
た
未
来

あ
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
皆
様
と
共
に

応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

未
来
あ
る

子
供
た
ち
の
た
め
に

静岡県支部
支部長

青木 美智子

　

私
達
が
学
生
の
頃
と
は
現
在
の
学
生
の

過
ご
し
方
は
大
き
く
変
わ
り
、
勉
学
、
バ

イ
ト
、
早
期
に
就
職
活
動
、
と
て
も
親
の

方
が
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
悩
み
は
、

父
母
の
会
の
活
動
で
解
消
さ
れ
ま
す
。
大

学
と
の
情
報
共
有
と
サ
ポ
ー
ト
、
同
じ
よ
う

に
子
供
を
大
学
に
預
け
て
い
る
親
が
周
り
に

い
ま
す
。
特
に
先
輩
情
報
は
有
意
義
で
す
。

親
同
士
の
結
束
が
強
く
な
り
ま
す
。
一
日
も

早
い
ご
参
加
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

父
母
の
会
参
加
は
子
供
よ
り
先
に

友
達
が
で
き
ま
す

東京都支部
支部長

伊澤 和仁

　

父
母
の
会
で
は
、
聞
き
た
い
・
知
り
た
い

に
応
え
、
子
供
達
が
授
業
や
ゼ
ミ
や
学
生

生
活
を
楽
し
く
素
晴
ら
し
い
実
り
あ
る
も
の

に
す
る
為
の
応
援
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
本
当
に
親
身
に
何
で
も
相
談
に

乗
っ
て
下
さ
る
素
晴
ら
し
い
先
生
方
と
も

父
母
懇
談
会
で
直
接
お
会
い
し
て
お
話
で

き
ま
す
。

　

い
つ
で
も
気
軽
に
遠
慮
な
く
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

父
母
の
会
の
会
員
は
高
千
穂
大
学
の

全
学
生
の
保
護
者
が
対
象
で
す
！！

中部ブロック支部
支部長

古谷 昭夫

　

昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
中
島

と
申
し
ま
す
。
九
州
出
身
の
学
生
さ
ん

は
少
数
で
す
が
、
保
護
者
の
皆
様
と
活

気
あ
ふ
れ
る
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
に
な

る
様
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

支
部
長
挨
拶

九州ブロック支部
支部長

中島 正一

　

神
奈
川
県
支
部
で
は
『
や
ま
ゆ
り
の

会
』
と
称
し
て
役
員
会
を
兼
ね
た
懇
親

会
や
神
奈
川
の
名
所
巡
り
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
同
じ
大
学
に
通
う
保
護
者
同

士
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
会
員
の
皆

様
と
楽
し
く
親
睦
を
深
め
て
お
り
ま
す

の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

父
母
の
会
に

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い神奈川県支部

支部長

嘉藤 京美

　

近
畿
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
横
河
で

す
。
大
学
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

同
じ
大
学
に
通
う
保
護
者
同
士
、
こ

れ
も
な
に
か
の
ご
縁
で
す
。
思
う
こ
と

は
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。

　

入
学
式
と
卒
業
式
だ
け
で
は
も
っ
た

い
な
い
で
す
。
親
も
一
歩
ふ
み
だ
し
て
は
。

大
学
生
を
も
つ

と
い
う
こ
と

近畿・中国・四国
ブロック支部
支部長

横河 秀記

父母の会に関するお問合せは、こちらまでお願いします。

開
催
報
告

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

2
年
生
保
護
者
対
象　

2
月
17
日（
土
）

　

就
職
支
援
課
・
就
職
委
員
会
に
ご
協

力
い
た
だ
き
「
2
年
生
保
護
者
対
象
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
、
78
名
の
保

護
者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。（
株
）マ
イ

ナ
ビ
就
職
情
報
事
業
本
部
・
三
村
扶
美
子

氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
現
在
の
就
職

環
境
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〜
就
職
活
動
に

お
け
る
保
護
者
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
」

を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、「
本
学
の
就
職
体
制
に
つ
い
て
」、
西

山
徹
二
教
授
（
就
職
常
任
委
員
）
よ
り

説
明
し
ま
し
た
。
希
望
者
に
は
就
職
に
関

す
る
個
別
相
談
も
行
い
ま
し
た
。

開
催
予
定

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

4
年
生
保
護
者
対
象

4
年
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開

催
し
ま
す
。
す
で
に
就
職
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
学
年
な
ら

で
は
の
お
悩
み
や
疑
問
等
を
解
決
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

平
成
30
年 

6
月
16
日
（
土
）　

13
時
〜
（
予
定
）

場
所 

高
千
穂
大
学 

1
号
館

日　程 開催支部 開催都市 開催会場
9月1日（土） 新潟県 新潟市 東映ホテル
9月8日（土） 静岡県 静岡市 静岡グランドホテル中島屋

9月9日（日）

北海道・東北ブロック

杉並区 高千穂大学

北陸ブロック
福島県
茨城県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
山梨県

中部ブロック
近畿・中国・四国ブロック

九州ブロック
9月15日（土） 栃木県 宇都宮市 ホテルニューイタヤ

父
母
懇
談
会
開
催

大
学
職
員
と
授
業
、
成
績
、
学
生
生
活
、
将
来
の
こ
と
な
ど
、

具
体
的
な
お
話
が
で
き
ま
す
。
お
子
様
の
出
欠
表
も
ご
用

意
し
ま
す
。

ま
た
先
輩
保
護
者
の
体
験
談
な
ど
同
郷
の
保
護
者
の
み
な

さ
ん
と
共
感
で
き
る
話
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

新
入
生
保
護
者

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
催

四
年
間
の
学
び
に
つ
い
て
の
説
明
、
学
生
食
堂
で
の
昼
食

会
、
教
職
員
と
の
個
別
相
談
会
、
会
員
同
士
の
交
流
等
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
お
子
様
の
出
欠
表
も
ご
用
意
し

ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

平
成
30
年 

6
月
16
日
（
土
）　

10
時
30
分
〜
（
予
定
）

場
所 

高
千
穂
大
学 

1
号
館




